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第８ 回 那賀町議会表彰

受賞さ れた皆さ ん、 おめでと う ございま す。

※表彰時の学年

３ 月５ 日に第８ 回那賀町議会表彰

が行われま し た。

こ の表彰は、 ス ポーツ、 学術部門

において、 県大会以上の大会、 コ ン

ク ール等で最優秀の成績を 修めた

者、 ま た善行が優れ、 他の模範と な

る 行動をと っ た個人・ 団体に贈ら れ

る も のです。

受賞さ れた方は以下の通り です。

（ 団体の部）

（ 個人の部）

種別 被表彰団体名 代表者氏名 成績又は業績

善行部門 助つく し の会 橘本　 堅次

地元有志住民と 地域課題解決に向け対話を 重ね、 令和５

年７ 月、 地域が一丸と なっ て取り 組む生活支援団体「 助

つく し の会」 を 設立。 生活支援活動の仕組化を 図り 、 地

域密着の住民サービ ス 定着によ り 、 全国の優良モデル地

域（ 組織）と し て評価さ れている 。現在13名の会員がおり 、

買い物や通院、 集いの場への移動支援、 短時間の草刈や

農作業等、 支援内容は多岐にわたる 。 支援実績は月平均

10件ほど である 。

善行部門 西宇レ ンジャ ー 平川　 雅大

地元有志住民と 地域課題解決に向け対話を 重ね、 令和５ 年

６ 月、 地域が一丸と なっ て取り 組む生活支援団体「 西宇

レ ン ジャ ー」 を 設立。 生活支援活動の仕組化を 図り 、 地

域密着の住民サービ ス 定着によ り 、 全国の優良モデル地

域（ 組織）と し て評価さ れている 。現在11名の会員がおり 、

買い物や通院、 集いの場への移動支援、 短時間の草刈や

農作業等、 支援内容は多岐にわたる 。 支援実績は月平均

10件ほど であ る 。 隊員中に「 いき いき 百歳体操」 会場の

代表者も おり 、 つど いの場の運営も 行っ ている 。

学術部門

徳島県立

那賀高等学校

エシカルク ラ ブ

末﨑　 　 旭

不要と なっ た衣服を 改修し 、 無料で譲渡する 活動「 服活」

は今年で８ 年目を 迎え、 累計23,600着の譲渡によ り 9.6ト ン

のCO2の削減（ 環境省調べ） に貢献。「 古着deワ ク チン 」

を 利用し て一部の衣服を 海外へ送り 、 現地の雇用促進やポ

リ オワ ク チンの購入など、 国際支援活動に役立てている 。

2021年、 今回と 同じ 表彰において「 選考委員奨励章」 受賞

後も 活動実績を 重ねてき たこ と や、 企業と の連携や県外

に活動を 広げて取り 組んでいる こ と が評価さ れ、 第10回

2024年度A CA P消費者志向活動表彰「 消費者志向活動章」

を 受賞。

種別 学校名・ 学年 被表彰者氏名 成績又は業績

学術部門
鷲敷中学校

２ 年
鈴木ひかり

徳島県、 徳島県教育委員会、 徳島県立人権教育啓発推進

セン タ ー 指定管理者 特定非営利活動法人徳島ヒ ュ ーマ

ンネッ ト  主催

令和６ 年度人権に関する 児童生徒の作品コ ン ク ール（ 標

語ポス タ ー部門） 県知事賞

日付 会議名 会議内容

３ 月５ 日

監査報告
例月現金出納検査、 定期監査、 行政監査、 財政援助団体等に対する
監査報告

本会議

開議

会議録署名議員の指名

委員会付託議案等の説明・ 質疑

先議議案等の説明・ 質疑・ 討論・ 採決

３ 月６ 日 本会議 一般質問

３ 月10日 本会議 一般質問

３ 月11日 産業厚生常任委員会 付託議案審査並びに所管事項調査

３ 月12日 総務文教常任委員会 付託議案審査並びに所管事項調査

３ 月17日

医療体制特別委員会 回答書に関する 理事者と の協議について

議会改革特別委員会
議会報の改善について

議員定数、 議員報酬について

３ 月19日 全員協議会

3/17開催　 議会改革特別委員会報告事項について

3/17開催　 医療体制特別委員会報告事項について

研修、 視察等に関する プロ ジェ ク ト チームの確認について

各プロ ジェ ク ト チームの経過報告について

車座会議について（ 2/7開催上那賀地区： 概要）

発議、 発委等について

【 議員間討議】

その他

理事者側から の報告事項について

３ 月26日 本会議

委員長報告

委員長報告に対する 質疑・ 討論・ 採決

追加議案の説明・ 質疑・ 討論・ 採決

議員派遣について

議会改革特別委員会中間報告について

医療体制特別委員会中間報告について

散会

令和 7 年３ 月定例会議並びに会議の開催状況について令和 7 年３ 月定例会議並びに会議の開催状況について 那賀町
ホームページ

に掲載中

那賀町
ホームページ

に掲載中



4広報なか5 広報なか

令和７ 年３ 月定例会議一般質問通告一覧表令和７ 年３ 月定例会議一般質問通告一覧表

質問順 質問者 質問内容

１ 田村　 信幸 議員

本町が目指すICT教育、 そし てその実現に最も 適し たパソ コ ン・ 端末と は。

さ ら なる 「 ふる さ と 納税」 のアッ プに向けて、 魅力的な返礼品の掘り 起こ し や寄付返礼

品提供事業者の枠の拡大を図る 方策について。

「 那賀町合併20周年」 を迎える にあたり 、 予定や計画を伺う 。

２ 前田　 貞好 議員

県の政策を推進する にあたり 、 町の予算が必要になる のか?各自治体と の連携は?

河川敷の整理について、 本当に竹林を除去する こ と が重要なのか?

那賀町のス ポーツエールカンパニーに挑戦する 可能性について

パンフに「 よ り 便利で快適な那賀暮ら し を実現」 と ある が、 具体的に見える 化する 。

３ 野口　 　 穗 議員

南海ト ラ フ地震対策と し て那賀町に自衛隊の集結地を国に提案・ 要望でき ないか

那賀町の自衛隊演習場（ 訓練場） を誘致でき ないか

相生地区の地籍調査の不備・ 不正について①（ 雄４ 区）

相生地区の地籍調査の不備・ 不正について②（ 雄１ 区）

相生地区の地籍調査の不備・ 不正について③（ 雄１ ・ ４ 以外）

相生地区の地籍調査の不備・ 不正について④（ 監査及び非違行為）

４ 𠮷田　 行雄 議員 町内果樹園等に猿害が多く 発生し ている が、 対策は。

５ 連記かよ 子 議員

令和７ 年度の当初予算の重要施策について

財政状況について

若者定住策について

所有者不明土地問題について

６ 新居　 敏弘 議員

車座会議での町民の声にど う 応える か、 について

木造住宅耐震化事業の促進について

会計年度任用職員の処遇改善について

鷲敷簡易水道の水源等について

７ 柏木　 　 岳 議員

フジテレ ビ謝罪会見から 得る 教訓と は?

職場意識の転換に新たな発想を。

集客は人数ではなく 、 経済効果で測れ。

財政は本当に厳し いのか?全国的に何処も 言っている こ と に乗っかっている だけではな

いのか?

相生中学校の建て替え準備に早急に入れ。

８ 重　 　 陵加 議員

高ノ 瀬峡の皆伐地における 再造林の予定と 災害の危険性及びその責任の所在について

再造林の防鹿について

飲料水供給施設の管理について

町立上那賀病院をはじ めと する 医療体制の現状に対する 責任の所在について

令和７ 年３ 月６ 日・ ３ 月10日

３ 月定例会議について令和 7 年

提出さ れた議案は、 次のと おり 議決さ れま し た。

◆　 議案及び議決結果一覧表　 ◆

議案番号 議　 　 　 　 案　 　 　 　 名 議　 　 員 議決結果

発委第１ 号 那賀町議会基本条例の一部改正について 全会一致 原案可決

議案第３ 号

那賀町相生緑茶生産施設の設置に関する 条例の制定について

全会一致 原案可決那賀町全域における 緑茶の文化歴史の継承及び、 緑茶、 晩茶の生産振興に寄与し 、 地

域活性化を 図る こ と を 目的と し て制定する も の

議案第４ 号

那賀町相生地域交流セン タ ー設置及び管理に関する 条例の制定について

全会一致 原案可決地域活動の活性化並びに住民の交流を 推進し 、 防災機能の強化に寄与する 施設と し て

設置制定する も の

議案第５ 号

那賀町使用料条例の一部改正について

全会一致 原案可決地域交流セン タ ー設置に伴う 使用量を 定める も ので、 健康セン タ ーについては類似体

育施設にあわせ見直し を 行う も の

議案第６ 号

那賀町職員の給与に関する 条例の一部改正について

全会一致 原案可決
令和６ 年８ 月の人事院勧告によ る 令和７ 年４ 月１ 日から 施行する 措置に合わせて改正

を 行う も の。 給与制度のアッ プデート に伴う 給料表の改定、 扶養手当の配偶者及び子

に係る 手当額の見直し 、 刑法等の一部を 改正する 法律等の施行に伴い罰則規定の文書

が含ま れる 箇所について改正を 行う

議案第７ 号

那賀町議会の個人情報の保護に関する 条例の一部改正について

全会一致 原案可決刑法等の一部を 改正する 法律等の施行に伴い、 罰則規定の文書が含ま れる 箇所につい

て改正を 行う も の

議案第８ 号

那賀町消防団員の定員、 任免、 服務等に関する 条例の一部改正について

全会一致 原案可決刑法等の一部を 改正する 法律等の施行に伴い、 罰則規定の文書が含ま れる 箇所につい

て改正を 行う も の

議案第９ 号

那賀町特別職の職員で非常勤のも のの報酬及び費用弁償に関する 条例の一部改正につ

いて
全会一致 原案可決

特別職の非常勤職員の内、 選挙に関する 投開票に従事する 特別職の報酬について見直

し を 行い改正する

議案第10号
令和６ 年度那賀町一般会計補正予算（ 第10号） について

全会一致 原案可決
◎159,141千円減額し 、 総額10,482,445千円と する

議案第11号
令和６ 年度那賀町国民健康保険事業特別会計補正予算（ 第２ 号） について

全会一致 原案可決
◎6,045千円減額し 、 総額1,007,004千円と する

議案第12号
令和６ 年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（ 第４ 号） について

全会一致 原案可決
◎13,822千円減額し 、 総額441,487千円と する

議案第13号
令和６ 年度那賀町ケーブルテレ ビ 事業特別会計補正予算（ 第４ 号） について

全会一致 原案可決
◎4,139千円減額し 、 総額185,684千円と する

議案第14号

令和７ 年度那賀町一般会計予算について

全会一致 原案可決歳入歳出予算の総額を 歳入歳出それぞれ99億円と 定める も ので、 令和６ 年度と 比較し

５ 億円の増額と なる

議案第15号
令和７ 年那賀町国民健康保険事業特別会計予算について

全会一致 原案可決
歳入歳出予算の総額は、 前年度よ り 5,484千円の減額と なり 9,994,757千円と 定める

議案第16号
令和７ 年度那賀町国民健康保険診療所事業特別会計予算について

全会一致 原案可決
歳入歳出予算の総額は、 前年度よ り 17,392千円の増額と なり 434,802千円と 定める
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◎各議員の賛否（ 賛否の分かれた議案）　 賛成…〇　 反対…×

議案番号 議　 案　 名
亀
井

髙
木

重
前
田

野
口

静
田
村

山
上

柏
木

田
中

・・
田

連
記

新
居

久
川

結
果

発議第29号

那賀町みら い創造総合戦略の策定について

〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
議
長

可
決

第２ 期総合戦略が令和６ 年度末ま でと なっ ており 、 新し

い計画と し て令和７ 年度から 令和11年度ま での５ 年間の

計画と し て策定する ため、 議会の議決を 求める も の

発議第２ 号
議案第21号「 令和７ 年度那賀町立上那賀病院事業会計予

算について」 に関する 附帯決議について
× ○ ○ ○ × × × × ○ ○ × × ○ 議

長
可
決

議案番号 議　 　 　 　 案　 　 　 　 名 議　 　 員 議決結果

議案第17号
令和７ 年度那賀町後期高齢者医療特別会計予算について

全会一致 原案可決
歳入歳出予算の総額は、 前年度よ り 2,369千円の増額と なり 195,718千円と 定める

議案第18号
令和７ 年度那賀町介護保険事業特別会計予算について

全会一致 原案可決
歳入歳出予算の総額は、 前年度よ り 85,196千円の減額と なり 1,827,105千円と 定める

議案第19号
令和７ 年度那賀町ケーブルテレ ビ 事業特別会計予算について

全会一致 原案可決
歳入歳出予算の総額は、 前年度よ り 99,917千円の増額と なり 229,238千円と 定める

議案第20号
令和７ 年度那賀町相生財産区特別会計予算について

全会一致 原案可決
歳入歳出予算の総額は、 前年度と 同額の446千円と 定める

議案第21号

令和７ 年度那賀町立上那賀病院事業会計予算について

全会一致 原案可決支出は、 前年度よ り 15,811千円の増額で622,160千円と なり 、 資本的収入37,449千円、 資

本的支出38,449千円と 定める

議案第22号

令和７ 年度那賀町工業用水道事業会計予算について

全会一致 原案可決収益的収入及び支出は、 31,360千円で、 資本的支出は、 前年度よ り 2,193千円増額の

39,381千円と 定める

議案第23号

令和７ 年度那賀町簡易水道事業会計当初予算書について

全会一致 原案可決収益的収入は168,587千円で、 収益的支出は204,377千円と なり 、 資本的収入は80,391千

円、 資本的支出は109,131千円と 定める も の

議案第24号

令和７ 年度那賀町集落排水事業会計当初予算書について

全会一致 原案可決収益的収入は140,058千円、 収益的支出は168,684千円と し 、 資本的収入は136,578千円、

資本的支出を 147,462千円と 定める も の

議案第25号
那賀町人工透析施設の指定管理者の指定について

全会一致 原案可決
医療法人樫水会を 指定管理者と し て指定する も の

議案第26号
那賀町木頭高齢者生活福祉センタ ーの指定管理者の指定について

全会一致 原案可決
社会福祉法人緑風会を 指定管理者と し て指定する も の

議案第27号

財産の無償貸付について

全会一致 原案可決木頭村漁業協同組合へ事務所用地等と し て、 引き 続き 令和17年３ 月31日ま での10年間

無償貸付する ため議会の議決を 求める も の

議案第28号

那賀町辺地に係る 総合整備計画について

全会一致 原案可決現計画が令和２ 年度から 令和６ 年度ま でと なっ ており 、 辺地に係る 公共的整備を 総合

的に整備する ために必要な計画で、 令和７ 年度から 令和11年度ま での５ 年間の計画を

策定し たので議会の議決を 求める も の

議案第30号
財産の取得について

全会一致 原案可決
（ ダム 水源の森を 守り 育てる 事業）

陳情第１ 号 介護業界における 物価高騰対策及び災害対策の充実等に向けた支援について（ 要望） 採択

陳情第２ 号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為における 庁舎管理規則の徹底を 求める 要望書について 文書配布

陳情第３ 号 監査機能の強化に関する 要望について 文書配布

令和６ 年度 那賀町議会議員視察研修報告書

日　 　 時： 令和７ 年２ 月５ 日（ 水） ～２ 月６ 日（ 木）

視 察 先： 岡山県奈義町／岡山県鏡野町

参加議員： 亀井　 伸幸、 髙木　 健多、 重　 陵加、 前田　 貞好、 野口　 穗、 山上　 健造、 柏木　 岳、

　 　 　 　 　 連記　 かよ子、 新居　 敏弘、 久川　 治次郎

考察

●岡山県　 奈義町

ほかの自治体の子育て支援策に常にアン テナを 張り 、 好事例や新し いアイ デアを いち 早く まち の施策に取り 入れる と

いっ た行動力の早さ を感じ た。

奈義町は奈義町の子育て世代へ直接訴えかけるメ ッ セージの発信やまち と し て子育て応援宣言を 掲げている。 視察で

も 、 町長自ら 研修対応を し てく ださ り 、 まちへの強い想い、 子育て支援への熱意を 感じ た。 その熱意を継続し て発信し 続

けたこ と が、 町民に子育てや生活に対する安心感、 心強さ を 与え、 年配者への理解と 協力を得る大き な動き に繋がっ てい

ると 推測する。

総務文教常任副委員長　 亀井　 伸幸

●岡山県　 鏡野町

こ の度の視察を 終え、 四季美谷温泉の再開と 持続可能な事

業について、 地元住民で組織さ れた団体の必要性を改めて感じ

た。 那賀町では人手不足と 高齢化の問題も あり 、 地元団体での

事業再開は困難ではある と 考える が、 個で考える 事業ではな

く 、 他指定管理を含めた複合的な事業展開を 考えら れ、 町内で

広域展開出来る組織の存在に希望を感じ た。 今現在は個で動い

ている事業を、 まと めていく 事も 今後の那賀町には必要だと 感

じ る。

産業厚生常任委員長　 髙木　 健多

那賀町
ホームページ

に掲載中
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若年層若年層へのへの施策提言書施策提言書をを提出し まし た提出し まし た
那賀町では、 令和７ 年議会成人式アン ケート 結果に基づき 、 子ども たち を 含む若年層に対し て効果的施策が必要

である と 考え、 令和７ 年３ 月2 6 日、 町に対し 次のよ う に提言書を 提出し まし た。

令和７ 年１ 月２ 日、 令和６ 年度の該当者に対し て開催さ れた成人式に出席し た新成人に対

し 、 那賀町議会が実施し たアン ケート によ っ て、 新成人が考える 「 政治及びまち づく り 」 へ

の関心度合の回答を 得た。 その結果から 、 那賀町の将来を 担う 若年層に対し て、 定住または

U タ ーンを促すための効果的な施策が必要であると 考え、アン ケート 結果を 添え、提言する。

●提言に至っ た背景

Q ６ において、 こ の度のアン ケート では、 買い物の利便性を はじ め、 道路交通網の整備、 若者向け住宅の整備、

産業や働く 場の充実と いっ た、 若者が那賀町での生活を する に当たる 最低限の条件と 考えら れる項目の割合が高く

なっ た。 昨年度は子育て政策の割合が高かっ たが、 保育園留学やおむつ支給制度等の新し い子育て支援サービ スが

導入さ れたが、「 子供を 産み育てたい」 と 思う 機運を 高める ためにさ ら なる 施策の充実を 求める 。

Q ４ では、 依然と し て、 町外に住みたい、 仕事を する 間は町外に住みたいと の意見が多いが、 町内での働く 場と

日常生活の充実化を 進める こ と で、 よ り 若者が住みたいと 思える 那賀町になり 得る 可能性は高めら れる と 考える 。

若者のU タ ーン 需要は少なく はないはずだが、 課題と なる のが仕事と 住まいである 。 仕事の選択肢は少なく 、 住

まいにおいては間取り や利便性等が考慮さ れた 、 住みたいと 思える 賃貸住宅が少ない。 町の管理する 住宅や宿泊施

設の周辺環境も 含めて民間に管理委託する こ と で 、 町内の民間の仕事を 増やすこ と も 検討し 、 若者が住みたいと 思

える 賃貸住宅にリ ノ ベーショ ン を する 等の政策を 行っ ていただき たい。

Q ５ -２ では、 医療・ 介護職の従事希望も 少なく はない。 人材不足が著し い業界だが町内で働いても ら う ために

何が必要なのか、 希望者に改めて直接アン ケート を 取り 、 それら を施策と し て反映し ていただき たい。

依然と し て一次産業に関心を 持っ ている 若者は少ない。 所得を 含め、 若者が職業と し てイ メ ージが持ち にく いこ

と が要因である と 考える 。 現役従事者、 事業者と よ り 一層の協議を行い、 支援を 強化し ていただき たい。

●提言の内容

令和７ 年成人式アンケート 集計結果令和７ 年成人式アンケート 集計結果
令和７ 年１ 月２ 日 実施令和７ 年１ 月２ 日 実施

■Ｑ １ あなたの性別は？

■Ｑ ２ どの地区で育ちまし たか？

■Ｑ ３ 現在のお住まいは？

■Ｑ ４ 　 将来、那賀町に住んでいたい！？（ 複数回答）

総配布数 4 2 回答数 3 9 回収率 92 .8 6 ％

回答数 割合%

性別 令和７ 年 R6年 R4 年 R3年 R2年

女　 性 17 4 3 .6 4 0 .0 5 4 .5 3 3 .3 6 2 .5

男　 性 22 56 .4 5 7 .5 4 5 .5 6 6 .7 3 7 .5

無回答 0 0 .0 2. 5 - - -

合　 計 3 9 1 00 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

回答数 割合%

令和７ 年 R６ 年 R４ 年 R３ 年 R２ 年

鷲　 敷 16 4 1 .0 4 2 .5 2 7 .3 3 8 .1  4 6 .9  

相　 生 20 51 .3 3 7 .5 4 2 .4 4 2 .9  2 6 .5  

上那賀 2 5 .1 1 2 .5 6 .1 1 4 .3  8 .2  

木　 沢 0 0 .0 0 .0 3 .0 4 .8  2 .0  

木　 頭 0 0 .0 7 .5 2 1 .2 0 .0  1 6 .3  

その他 1 2 .6 0 .0 0 .0 0 .0  0 .0  

合　 計 39 10 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0  1 0 0 .0  1 0 0 .0  

回答数 割合%

令和７ 年 R6 年 R4 年 R3 年 R2 年

鷲　 敷 4 1 0 .3 2 2 .5  1 5 .2 4 .8 2 6 .5

相　 生 4 1 0 .3 2 .5  1 8 .2 9 .5 8 .2

上那賀 0 0 .0 1 0 .0  0 .0 0 .0 0 .0

木　 沢 0 0 .0 0 .0  0 .0 4 .8 0 .0

木　 頭 0 0 .0 2 .5  0 .0 0 .0 2 .0

県　 内 1 4 3 5 .9 2 5 .0  2 7 .3 3 3 .3 2 8 .6

県　 外 1 7 4 3 .6 3 7 .5  3 6 .4 4 2 .9 2 8 .6

無回答 0 0 .0 0 .0  3 .0 4 .8 6 .1

合　 計 3 9 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

回答数 割合%

令和７ 年 R6 年 R4 年 R3 年 女 男 無

ずっ と 住んでいたい 4 9 .5 7 .5 9 .1 1 4 .3 1 3 0

就職を 契機に那賀町に戻り たい 1 2 .4 1 5 .0 1 2 .1 4 .8 1 0 0

子育てを 契機に那賀町に戻り たい 0 0 .0 7 .5 3 .0 0 .0 0 0 0

仕事を する 間は、 町外に住んで、

退職後や老後は那賀町に戻り たい
1 4 3 3 .3 2 2 .5 3 9 .4 3 8 .1 8 6 0

町外に住みたい 2 3 5 4 .8 4 7 .5 3 3 .3 4 2 .9 9 1 4 0

無回答 0 0 .0 0 .0 3 .0 0 .0 0 0 0

合　 　 計 4 2 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 9 2 3 0

※育っ た地区別 鷲敷 相生 上那賀 木沢 木頭 その他

ずっ と 住んでいたい 2 2 0 0 0 0

就職を 契機に那賀町に戻り たい 1 0 0 0 0 0

子育てを 契機に那賀町に戻り たい 0 0 0 0 0 0

仕事を する 間は、 町外に住んで、

退職後や老後は那賀町に戻り たい
6 7 1 0 0 0

町外に住みたい 8 1 3 1 0 0 1

無回答 0 0 0 0 0 0

合　 　 計 1 7 2 2 2 0 0 1

無回答 ０ 名

女性

1 7名
男性

22 名

その他

１ 名

上那賀

２ 名

相生

20 名

鷲敷

16 名

木沢 ０ 名

木頭 ０ 名

県外

17 名

鷲敷
４ 名

県内

1 4名

上那賀上那賀 ０ 名、 木沢 ０ 名、 ０ 名、 木沢 ０ 名、

木頭 ０ 名、 無回答 ０ 名木頭 ０ 名、 無回答 ０ 名

相生
４ 名

那賀町
ホームページ
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※現在の住まい別
鷲
敷

相
生

上
那
賀

木
沢

木
頭

県
内

県
外

無
回
答

ずっ と 住んでいたい 1 2 0 0 0 0 1 0  

就職を 契機に那賀町に戻り たい 1 0 0 0 0 0 0 0  

子育てを 契機に那賀町に戻り たい 0 0 0 0 0 0 0 0  

仕事を する 間は、 町外に住んで、
退職後や老後は那賀町に戻り たい

0 1 0 0 0 4 9 0  

町外に住みたい 2 1 0 0 0 1 0 1 0 0  

無回答 0 0 0 0 0 0 0 0  

合　 　 計 4 4 0 0 0 1 4 2 0 0  

就職を契機に

那賀町に戻り たい

１ 名

ずっ と 住んでいたい

４ 名

町外に

住みたい

2 3 名

子育てを契機に

那賀町に

戻り たい

０ 名

仕事をする間は、

町外に住んで、

退職後や老後は

那賀町に戻り たい

1 4 名

無回答 ０ 名

●その他の回答： 記載なし

（ R6 及びR4 は将来なり たい職業を 含む）

●その他の回答： アパレル、今のままでいいです、

　 　 　 　 　 　 　 　 記載なし など

■Ｑ ５ -1 現在従事し ている職業は？■Ｑ ５ -1 現在従事し ている職業は？
■Ｑ ５ -2 将来なり たい職業は？（ ２ つまで選択可）■Ｑ ５ -2 将来なり たい職業は？（ ２ つまで選択可）

回答数 割合% 　

令和７ 年 R6 年 R4 年

学 生 2 2 5 6 .4 - -

農 業 0 0 .0 9 .5 2 .3

林 業 0 0 .0 2 .4 2 .3

建 設 ・ 建 築 業 0 0 .0 2 .4 0 .0

公 務 員 1 2 .6 1 9 .0 3 0 .2

製 造 業 1 0 2 5 .6 1 9 .0 1 6 .3

飲 食 業 1 2 .6 4 .8 4 .7

医 療 ・ 介 護 2 5 .1 1 6 .7 1 1 .6

情 報 通 信 業 0 0 .0 4 .8 7 .0

金 融 ・ 保 険 1 2 .6 4 .8 2 .3

そ の 他 2 5 .1 1 4 .3 2 0 .9

無 回 答 0 0 .0 2 .4 2 .3

合　 　 計 3 9 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

回答数 割合%

令和７ 年

農 業 2 4 .5

林 業 0 0 .0

建 設 ・ 建 築 業 1 2 .3

公 務 員 7 1 5 .9

製 造 業 8 1 8 .2

飲 食 業 1 2 .3

医 療 ・ 介 護 6 1 3 .6

情 報 通 信 業 5 1 1 .4

金 融 ・ 保 険 4 9 .1

そ の 他 1 0 2 2 .7

無 回 答 0 0 .0

合　 　 計 4 4 1 0 0 .0
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●その他の回答： 財源確保の政策、 そのほかは記載なし

自然が豊か（ 複数回答）、 空気がき れい、 山、 川、 緑、 森、 人が温かい、 優し い、 子育てのと きには帰っ

てきたいと 思える、 ふるさ と 、 のどかで素敵な場所、 いいと こ ろ、 田舎、 ド 田舎

■Ｑ ６ 現在の那賀町で不足し ているも し く は力を入れて欲し い政策は何か？（ ３ つまで選択可）

■Ｑ ７ 那賀町っ てどんなイ メ ージ？

回答数 割合%

令和７ 年 順位 R6年 R4年 R3 年 R2年 H3 1年

子育て支援 1 0 1 1 .5 3位 20 .7 1 1 .8 1 2 .0 3 0 .4 2 2 .2

買い物の利便性 24 27 .6 1位 2 0 .7 2 7 .1 2 0 .0 1 9 .6 1 7 .2

防犯・ 防災の充実 3 3 .4 8位 7 .6 1 .2 2 .0 1 2 .7 8 .1

道路交通網の整備 14 16 .1 2位 13 .0 1 7 .6 1 4 .0 2 .9 1 0 .1

自然・ 環境保護 1 1 .1 9 位 5 .4 0 .0 2 .0 5 .9 8 .1

人情味や地域の連帯感 0 0 .0 1 0 位 1 .1 2 .4 0 .0 6 .9 7 .1

産業や働く 場の充実 9 1 0 .3 5位 7 .6 1 5 .3 2 6 .0 6 .9 4 .0

教育･文化・ スポーツ環境の整備 4 4 .6 7位 8 .7 3 .5 6 .0 6 .9 4 .0

医療・ 福祉の充実 8 9 .2 6位 7 .6 5 .9 6 .0 4 .9 1 2 .1

若者向け住宅の整備 10 11 .5 3位 7 .6 1 5 .3 1 0 .0 2 .9 7 .1

その他 4 46 - 0 .0 0 .0 2 .0 0 .0 0 .0

合　 　 計 87 100 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

学生

22名

その他 ２ 名
金融・ 保険

１ 名

飲食業 １ 名

製造業

10 名

公務員 １ 名

建設・ 建築業 ０ 名、 情報通信業 ０ 名

農業 ０ 名、 林業 ０ 名

公務員

７ 名

農業 ２ 名 林業 ０ 名

建設・ 建築業

１ 名

飲食業

１ 名

製造業

８ 名

金融・ 保険

４ 名

医療・

介護

６ 名

情報通信業

６ 名

その他

1 0名

医療・ 福祉の充実

８ 票

教育･文化・

スポーツ環境の整備

４ 票

買い物の利便性

24 票

その他 ４ 票

防犯・ 防災の充実

３ 票

人情味や地域の連帯感 0票

自然・ 環境保護 1票

道路交通網の

整備

14票

産業や

働く 場の充実

９ 票

子育て支援

1 0票
若者向け

住宅の整備

10票

医療・ 介護

６ 名
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林業系講習会の開催及び人材育成 4 ,2 7 4 千円

特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円） 特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円）

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 財 産 区 事 業 特 別 会 計

国民健康保険診療所事業特別会計 町立上那賀病院事業会計（ 公営企業会計）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 工業用水道事業会計（ 公営企業会計）

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 簡 易 水 道 事 業 会 計（ 公営企業会計）

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 集 落 排 水 事 業 会 計（ 公営企業会計）

特別会計当初予算 当初予算合計　

◆性質別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

1

人 件 費  

公 債 費  

扶 助 費  

2
普通建設事業費  

災害復旧事業費  

3

物 件 費  

繰 出 金  

補 助 費 等  

積 立 金  

維 持 補 修 費  

予 備 費  

貸 付 金  

義務的経費  千円1

投資的経費  千円2

その他経費  千円3

◆目的別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  

商 工 費  

土 木 費  

消 防 費  

教 育 費  

災 害 復 旧 費  

公 債 費  

予 備 費  

歳出予算内訳

令和７ 年度
那賀町当初予算のお知ら せ

当初予算合計　

一般会計当初予算

歳入予算内訳

区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比
地方交付税  

地方債  

県支出金  

国庫支出金  

地方消費税交付金  

地方譲与税  

法人事業税交付金  

環境性能割交付金  

配当割交付金  

株式等譲渡所得割交付金  

地方特例交付金  

交通安全対策特別交付金  

利子割交付金  

繰入金  

町税  

使用料及び手数料  

諸収入  

寄附金  

繰越金  

財産収入  

分担金負担金  

依存財源

国・ 県から 交付さ れる 財源

で、こ の比率が大き いほど 、

国や県に依存し ている 。

自主財源

町税や使用料など 、 町が自

主的に収入でき る 財源のこ

と 。

令和７ 年度　 那賀町当初予算の概要
　 那賀町では、「 第２ 期那賀町まち・ ひと・ しごと 創生総合戦

略」 の計画期間の終了に伴い、こ れまでの戦略を検証し 、令

和７ 年度に「 那賀町みら い創造総合戦略」 を策定しまし た。

今回の総合戦略は、「 デジタルと 豊かな自然が調和した“もっ

と 住みやすい”“もっと 働き やすい”那賀町に」 を基本理念と

し 、施策の策定においては、住民の「 暮らしやすさ」 と「 幸福

感」 を数値化・ 可視化する 地域幸福度（ Wel l-Be in g） 指標

を取り 入れると と も に、本町の強みでも ある 豊かな自然やデ

ジタル技術を取り 入れ、幸福感あふれるまちづくり を推進し

ています。

　 令和７ 年度の「 那賀町みらい創造総合戦略」 を含めた主な

事業と しては、来たる べき 大規模災害に対応する ため、「 木

造住宅耐震化の促進」 、避難所の安心・ 安全度の向上を目

指す目的と 教育における 安全性の向上を 図る ため「 学校体

育館に空調設備を導入するための設計」 、65歳以上の方への

令和７ 年度 一般会計予算における 那賀町みら い創造総合戦略（ 取り 組み内容）

林業機械導入事業 1 3 ,3 8 4 千円

無人航空機の操縦者及び安全運行
管理者育成 3 ,3 6 6 千円

林道・ 作業道開設延長の拡大 3 3 4 ,4 2 6 千円

木材生産量の拡大 1 4 2 ,2 7 0 千円

公有林化推進事業 3 8 ,3 4 7 千円

　 公有林化を 推進する と と も に、 町有林の森林整備を 進めま す。

林道維持管理事業 1 4 ,4 4 2 千円

　 林道及び作業道の維持管理を 行い、 林道、 作業道の機能維持

を 行いま す。

農地利活用推進 3 ,4 9 8 千円

森林情報の整備 1 ,5 7 2 千円

１ ．那賀町にわく わく し た気分で働ける仕事をつく る

⑴　 新し い仕事場の創出

新規就農者への営農支援 1 3 ,3 5 0 千円

　 農業次世代投資資金によ り 若手の新規就農者に対する 支援
を 行いま す。

と によ り 、 素材生産量の拡大と 担い手の定着を 図り ま す。

　 木材の生産性を 高める 高性能林業機械や木材加工施設の機能
強化、 山林労働環境を 改善する 機器に対する 購入補助を 行う こ

　 那賀高校森林ク リ エイ ト 科生徒を 対象と し た小型無人航空機
認定資格取得講座を 実施し 、 人材育成を 図り ま す。

　 木材輸送コ ス ト や森林施業コ ス ト を 削減する ため、 林道・ 作
業道の開設工事や改良工事を 行い、 林業振興を 図り ま す。

　 森林・ 林業のDX化を 進める と と も に、 主伐・ 再造林及び間伐
材搬出に対する 補助に加え、 林業事業体等への間接的補助を 横
断的に実施し 、 林業の成長産業化を 推進し ま す。

　 所有者や境界が不明なため森林整備を 進める こ と ができ ない
箇所について、 境界の明確化を 実施し ま す。 ま た、 デジタ ルで
管理する こ と によ り 森林整備に繋げま す。

　 農地を わかり やすく 適切に管理し 、 データ 利活用等によ る DX
を 推進を し ま す。

　 農林水産物の鳥獣害対策のため、 従来のネッ ト 、 電気柵の設
置に加え大型檻の設置経費を 助成する と と も に、 鳥獣害駆除捕
獲委託事業を 行いま す。 ま た、 高齢化する 駆除班の後継者作り
のため、 狩猟免許取得や狩猟保険に対する 助成を 行いま す。

鳥獣害対策事業 3 3 ,2 5 9 千円

中山間地域等直接支払交付金 4 2 ,1 7 2 千円

　 林業系技術講習会等を 開催し 、 業務に必要な免許の取得や高
度な技術習得を 実践し 、 新規就業者を 支援し ま す。

　 未利用材を 活用し た産業等の活性化を 図り 、 雇用の創出を
図り ま す。

　 農業生産物の種苗代金等の補助や、 特産品物流対策補助、
その他各種団体への活動費補助など を 通じ て農業の振興と 活
性化に資する と 共に町単独事業によ る 農業用機械等の導入費
についても 継続し て補助支援を 行う こ と で経営の円滑化を 図
り ま す。

農業者支援 1 0 ,0 5 0 千円

未利用材の有効利用による
新規雇用者

1 7 ,0 2 9 千円

ド ロ ーン利用促進事業 4 ,5 8 2 千円

　 ド ロ ーン推進室サイ ト 運営やド ロ ーン展に出展する こ と によ

り 、 取り 組みを 全国にPRし 、 ド ロ ーン によ る ま ちおこ し を 図

り ま す。

森林の境界明確化事業に関する

雇用の拡大
1 3 ,4 0 0 千円

　 豊かな森林を 次世代に引き 継ぐ ため、 森林境界の調査確定事

業を 拡大し 、 森林経営管理の推進を 図り ま す。

地域雇用創出事業 1 8 ,1 2 7 千円

　 厳し い雇用情勢に対処する ための雇用創出事業と し て、 草刈

等によ る 施設美化のための作業員を 雇用し ま す。

⑵　 既存産業の魅力化・ スマート 化

林業従事者の雇用拡大 2 0 ,4 1 5 千円

　 林業従事者を募る イベント 等を開催するととも に、 新規就業者

の技術取得支援や林業事業体に対する 社会保険料等の支援を行

う こと により 、 生産性の向上や林業経営基盤の安定を図り ます。

「 帯状疱疹予防接種」 、不妊治療を 受けた夫婦の経済的負

担を 軽減することを目的とし た「 不妊治療助成」 、子育て世帯

への支援として「 子育て世帯おむつ等支給事業」 、みら い創造

プロ ジェクト や交流人口の増加に向けた施策として、「 保育園

留学」 、「 自動運転実証」 、とく ぎんト モニアリ ーナ那賀を活用

し た「 子育て応援イベント 」 や「 ド ロ ーンレ ース等」 の開催であ

り ます。

　 財政状況においては、地方交付税における 合併特例が終了

し 、今後の人口減少によってさら に地方交付税が減少すること

が予想さ れます。また、合併特例債についても 発行期限が終了

し たため、インフラ 整備に必要と なる 新たな財源確保が重要

であり ます。

　 そう した状況のなか、長期的な視野に立って、人口減少と 地域

経済の衰退を克服する べく「 那賀町みら い創造総合戦略」 を推

進していくこと により 、活力あるまちづくり に努めてまいり ます。

　 中山間地域での条件不利農地の保全を 図る 取組を 支援し ま す。
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※公営企業会計の予算額は、 「 収益的支出」 と 「 資本的支出」 の予算額を 合計し たも のである 。

広報なか広報なか 広報なか広報なか

林業系講習会の開催及び人材育成 4 ,2 7 4 千円

特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円） 特　 別　 会　 計　 名 本年度予算（ 千円）

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 財 産 区 事 業 特 別 会 計

国民健康保険診療所事業特別会計 町立上那賀病院事業会計（ 公営企業会計）

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 工業用水道事業会計（ 公営企業会計）

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 簡 易 水 道 事 業 会 計（ 公営企業会計）

ケ ー ブ ル テ レ ビ 事 業 特 別 会 計 集 落 排 水 事 業 会 計（ 公営企業会計）

特別会計当初予算 当初予算合計　

◆性質別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

1

人 件 費  

公 債 費  

扶 助 費  

2
普通建設事業費  

災害復旧事業費  
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物 件 費  

繰 出 金  

補 助 費 等  

積 立 金  

維 持 補 修 費  

予 備 費  

貸 付 金  

義務的経費  千円1

投資的経費  千円2

その他経費  千円3

◆目的別歳出予算
区　 　 分 予算額（ 千円） 構成比

議 会 費  

総 務 費  

民 生 費  

衛 生 費  

農 林 水 産 業 費  
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公 債 費  

予 備 費  
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り 、 取り 組みを 全国にPRし 、 ド ロ ーン によ る ま ちおこ し を 図

り ま す。

森林の境界明確化事業に関する

雇用の拡大
1 3 ,4 0 0 千円

　 豊かな森林を 次世代に引き 継ぐ ため、 森林境界の調査確定事

業を 拡大し 、 森林経営管理の推進を 図り ま す。

地域雇用創出事業 1 8 ,1 2 7 千円

　 厳し い雇用情勢に対処する ための雇用創出事業と し て、 草刈

等によ る 施設美化のための作業員を 雇用し ま す。

⑵　 既存産業の魅力化・ スマート 化

林業従事者の雇用拡大 2 0 ,4 1 5 千円

　 林業従事者を募る イベント 等を開催するととも に、 新規就業者

の技術取得支援や林業事業体に対する 社会保険料等の支援を行

う こと により 、 生産性の向上や林業経営基盤の安定を図り ます。

「 帯状疱疹予防接種」 、不妊治療を 受けた夫婦の経済的負

担を 軽減することを目的とし た「 不妊治療助成」 、子育て世帯

への支援として「 子育て世帯おむつ等支給事業」 、みらい創造

プロ ジェクト や交流人口の増加に向けた施策として、「 保育園

留学」 、「 自動運転実証」 、とく ぎんト モニアリ ーナ那賀を活用

し た「 子育て応援イベント 」 や「 ド ロ ーンレ ース 等」 の開催であ

り ます。

　 財政状況においては、地方交付税における 合併特例が終了

し 、今後の人口減少によってさら に地方交付税が減少すること

が予想さ れます。また、合併特例債についても 発行期限が終了

し たため、インフラ 整備に必要と なる 新たな財源確保が重要

であり ます。

　 そう した状況のなか、長期的な視野に立って、人口減少と 地域

経済の衰退を克服する べく「 那賀町みら い創造総合戦略」 を推

進していくこと により 、活力あるまちづくり に努めてまいり ます。

　 中山間地域での条件不利農地の保全を 図る 取組を 支援し ま す。

4,550,000 

587,900 

939,310 

453,336 

155,387 

379,061 

17,765 

6,332 

6,707 

5,543 

1,000 

1,000 

358 

970,717 

854,827 

186,868 

307,068 

400,002 

8,203 

51,099 

17,517 

45.96%

5.94%

9.49%

4.58%

1.57%

3.83%

0.18%

0.06%

0.06%

0.05%

0.01%

0.01%

0.01%

9.81%

8.63%

1.89%

3.10%

4.04%

0.08%

0.52%

0.18%

7 ,1 0 3 ,6 9 9  千円

7 1 .7 5 %

2 ,7 9 6 ,3 0 1  千円

2 8 .2 5 %

9 9 億円 

（ 前年度比 + 5.32% ）

2,428,052 

1,555,964 

380,119 

1,045,427 

139,087 

2,080,190 

651,656 

1,416,237 

112,452 

46,136 

30,000 

14,680 

24.52%

15.72%

3.84%

10.56%

1.41%

21.01%

6.58%

14.30%

1.14%

0.47%

0.30%

0.15%

73,884 

2,953,515 

1,513,191 

952,092 

988,388 

82,292 

589,900 

402,966 

618,661 

139,147 

1,555,964 

30,000 

0.75%

29.83%

15.28%

9.62%

9.98%

0.83%

5.96%

4.07%

6.25%

1.41%

15.72%

0.30%

4,364,135

1,184,514

4,351,351

994,757

434,802

195,718

1,827,105

229,238

446

660,609

70,741

313,508

316,146

5 ,043 ,070千円

※公営企業会計の予算額は、 「 収益的支出」 と 「 資本的支出」 の予算額を 合計し たも のである 。



1 8広報なか1 9 広報なか

特別支援教育就学補助 1 ,0 4 5 千円

　 障害のある 幼児児童生徒が特別支援学校や小中学校の特別支
援学級等で学ぶ際に保護者が負担する 教育関係経費について、
家庭の経済状況等に応じ 補助を 行いま す。

安心安全な学校給食の充実 5 9 ,6 2 7 千円

　 児童生徒にバラ ンス の取れた食事、 望ま し い食習慣を 形成す
る 拠点と し て、 直営で学校給食センタ ーを運営し ま す。

木育拠点施設整備 2 2 ,7 3 8 千円

　 おも ちゃ美術館の運営と 合わせ、 木育イ ンス ト ラ ク タ ーを育

成する と と も に木育・ 森林環境教育の拠点と し て、 広域ネッ ト

ワ ーク を 構築する こ と によ り 、都市部と の相互連携を図り ま す。

図書館の運営 1 0 ,4 6 5 千円

　 住民に読書を はじ めと する 情報サービ ス を 提供し 、 住民が知

識や情報を 得たり レ ク レ ーショ ンを 楽し める よ う に取り 組みま す。

スポーツ関連事業運営・ 補助 8 ,4 1 1 千円

　 と く ぎんト モニアリ ーナ那賀等を 有効活用し 、 子ど も 達が様々

なス ポーツに触れ勤し むこ と によ り 体力の向上や健全な身体の

育成に繋がる よ う 支援し ま す。

那賀高校支援事業 1 5 ,1 3 2 千円

　 那賀町唯一の高校である 県立那賀高校の教育振興・ 就学支援

を 図る ため、 教育振興に関する 財政支援のほか、 奨学金の支給、

通学費の支援、 那賀菊寮の調理、 寮費補助など の支援を 行い

ま す。

経済的な就学支援 4 ,3 4 1 千円

４ ． 那賀町を 安心・ 安全・ 快適なまちにする

⑴　 イ キイ キ長生き でき るまち

高齢者生活状況確認事業

　 緊急通報サービス や関係機関と の連携を行い、 一人暮ら し 高

齢者の生活状況の把握と 支援を 行いま す。

高齢者の交通手段の整備 3 ,6 2 6 千円

1 ,0 2 4 千円

　 高齢者の生き がいと 社会参加を 促進する ため、 タ ク シーを利

用し た外出を 支援し ま す。 一部地区で社会福祉協議会によ る ボ

ラ ンティ アタ ク シーを 運営し ま す。

フ レ イ ル予防事業補助金 3 ,4 9 1 千円

　 経済的に困窮し ている 児童生徒を 持つ世帯に対し 、 教材費な
ど の負担軽減のため支援を 行いま す。

高齢者の生き がいと 健康づく り

推進
1 1 ,0 0 0 千円

　 健康に関する 様々なチェ ッ ク を 行い、 運動、 食事、 社会参

についての指導を行う こ と によ り 虚弱を 予防し 、 健康寿命の延
伸を図り ま す。

　 敬老会の開催や、 80歳以上の方への敬老祝い金の支給など を

行いま す。 ま た各種の趣味講座等を 開催し たり 、 保健指導や健康

教室を 実施する 等、 高齢者の生き がいと 健康づく り に努めま す。

町社会福祉協議会補助金 7 5 ,5 7 7 千円

　 住民参加協同によ る 福祉活動サービ ス 推進のため、 町社会福

祉協議会に補助を行い、 ボラ ンティ ア活動及び在宅福祉事業の
推進や、 各福祉団体への活動支援強化を 図り ま す。

通所介護事業委託金 2 6 ,2 8 7 千円

ド ローンレ ース等の開催 1 ,4 8 0 千円

　 ド ロ ーンレ ース 等を実施し 、 全国から パイ ロ ッ ト が来庁する

こ と で、 地域活性化、 ド ロ ーンの魅力を活かし た観光資源の創

出に繋げま す。

２ ． 那賀町への新し いひと の流れを つく る

⑴　 交流人口を 増やす　

町内観光施設関係及び
イ ンバウンド 関係事業

4 5 ,6 4 9 千円

　 那賀町観光協会等の団体補助、 観光施設の維持・ 修繕、 各種

イ ベント の助成などを 通じ 外国人旅行者も 含めた観光誘客に取
り 組みま す。

都市部と の交流事業 1 ,6 3 9 千円

　 会員の交流、 親睦を 図る と 共に「 ふる さ と 」 と の絆を深め、
那賀町の振興発展に寄与する こ と を 目的と し た事業を実施し ま す。

地域おこ し 協力隊の設置及び
運営事業

4 3 ,0 3 6 千円

　 都市部の若者を 地域おこ し 協力隊員と し て委嘱し 、 各地域の

課題解決に向けての取り 組みや町内の情報を発信する こ と によ

り 地域の活性化を 図り ま す。

相生森林美術館の運営 1 8 ,0 3 5 千円

　 常設展・ 企画展を実施し 、 ギャ ラ リ ート ーク 、 講演会や木版
画・ 絵画等の実技講習会など に積極的に取り 組み、 交流人口の

多面的機能支払交付金 3 ,3 2 7 千円

　 地域の共同事業に係る 支援を行い、 地域資源の適切な保全管

理を 推進する こ と によ り 、 農地、 農村の有する 多面的機能が今

後と も 適切に維持発揮さ れる と と も に、 担い手農家への農地集

積と いう 構造改革を後押し し ま す。

広域営農団地整備事業 3 ,4 0 8 千円

　 県が実施し ている 広域農道阿南丹生谷線整備工事を 行い農業

の振興と 活性化を 図り ま す。

陸上養殖ク ルマエビ実証実験 5 ,7 9 7 千円

　 地域密着型によ る 地域活性化を 目指し て、 陸上養殖ク ルマエ

ビ の実証実験を 進めま す。

「 みなみ阿波観光局魅力倍増」
推進事業

5 ,9 1 0 千円

　 県民局・ 県南１ 市４ 町で立ち上げた、 みなみ阿波観光局（ D

MO） と 連携し 広域的な観光振興に取り 組みま す。

増加を図り ま す。

那賀町農村舞台公演等の
文化活動事業

4 ,7 2 9 千円

　 町内６ か所によ る 農村舞台を活用し た伝統的な文化を継承す

る と と も に、 新たな活用に向けた支援を 行いま す。 ま た、 国指

定の重要無形民族文化財に指定さ れている 太布織り や伝統的な

文化である 吹き 筒花火の保存・ 継承の取り 組みを行いま す。

稚魚放流事業 1 1 ,6 4 1 千円

　 漁業組合が実施する 稚魚放流を 支援し 、 釣り 客等の交流人口

増加を目指し ま す。

おためし 住宅の整備 2 ,9 1 4 千円

　 移住を検討し ている 方に対し て、 一定期間内での生活を体験

でき る 施設を 貸し 出すこ と で移住を 促進し ま す。

保育園留学 4 ,4 0 0 千円

　 観光では味わえない那賀町なら ではの日常を 体験し ていただ

く こ と によ り 、 子育て世帯に魅力をアピ ールし 、 移住定住に繋

げま す。

産官学と の連携 2 0 ,9 0 0 千円

　 民間企業や大学と 連携し 、 地域活性化に関する 相互連携を強

化する こ と によ り 地方創生を推進し ま す。

シェ アオフ ィ ス運営事業 1 ,4 4 5 千円

　 町内で新たな拠点設置を 目指し ている 方や新規に事業を 開始

し よ う と する 方を支援する こ と によ り 、 町の活性化及び新たな

産業の創出に繋げま す。

地域活力好循環事業 1 9 7 ,8 0 0 千円

　 企業版ふる さ と 納税を活用し 地域関連プロ ス ポーツチームへ

支援を 行う こ と によ り 、 チームと 連携し た地域活性化を 推進す
る と と も に交流人口の増加を図り ま す。

ふるさ と 寄附金の増収 2 0 0 ,0 0 0 千円

　 各種ふる さ と 納税サイ ト で広く 寄附を 募り 、 地域活性化のた
めの各種事業の財源と し て活用し ま す。

⑶　 移住定住者を増やす

9 ,3 5 6 千円

　 移住希望者や移住者が安心し て相談でき 、 移住者の増加およ

び移住後の定着を図る ため、 地域と つながり を 持っ て暮ら せる

こ と を 目的と し 活動し ま す。

公営住宅の維持管理

移住定住支援員事業

1 4 ,9 9 7 千円

　 町営住宅の維持修繕工事を 行い、 居住環境の改善・ 充実に

努め、 定住化を図り ます。

那賀町移住交流支援センタ ー事業 2 ,9 9 3 千円

　 推進団体への支援や移住交流イ ベント 等を 開催する こ と で都
市と の交流を 促進し 、 移住に結び付けま す。

木づかい住宅等支援事業 2 ,0 0 0 千円

　 町産材を活用し た木造住宅の建築を 推進し 、 町産材の利用拡

大と 町民の定住促進を 図り ま す。

奨学金返済免除制度による
定住支援

1 3 ,6 8 0 千円

　 経済的な理由によ り 大学等に入学が困難な方に奨学金を 貸与

し 、 優秀な人材の育成を図る と と も に定住促進を図る 目的で貸

与額の還付制度や補助制度によ る 支援を 行いま す。

地域コ ミ ュ ニティ 活性化事業 1 4 ,0 4 2 千円

　 町内各地区のま ちづく り 協議会の取り 組みの支援や、 コ ミ ュ

ニティ 助成事業を行い、 地域の活性化を 図り ま す。

集落支援員事業 4 ,8 4 9 千円

　 人口減少及び高齢化の進行が著し い地域の点検活動等を 通じ

て、 地域の実情や課題を把握し 地域活力の維持及び活性化を推

移住用空き 家改修補助 1 ,2 0 0 千円

　 空き 家バンク に登録さ れた空き 家等を 地域活性化に寄与する

施設に改修する 場合の費用を補助し 、 空き 家の活用を図り ま す。

３ 　 那賀町が若い世代の定住・ 結婚・ 出産・ 子育てに

希望が持てる地域と なる

⑴　 所得の向上

ふるさ と 留学制度 8 ,6 4 0 千円

　 児童生徒の減少に歯止めをかける ため町外から の留学生や子

育て世代の移住者に対し て支援を 実施し ま す。

⑵　 出会い・ 結婚がし やすいまち

出会い応援事業 9 2 ,3 7 8 千円

　 結婚を 希望する 方の婚活を支援する ため、 出会い応援イ ベン

ト の開催や縁むすびの会（ 婚活支援団体） への助成を行いま す。

結婚新生活支援事業 2 ,3 0 0 千円

　 結婚に伴う 新生活のス タ ート アッ プにかかる 費用に対し 支援

を 行いま す。

地域医療体制の充実 2 4 9 ,3 5 8 千円

　 医療体制を 充実さ せる ため、 町立病院・ 診療所に運営補助を

行い、 本町に赴任し た医師が働き やすい環境づく り と 医師の確

保対策に取り 組みま す。 さ ら に看護師不足解消のための施策に

も 取り 組み、 町民が安心し て住める ま ちづく り を 目指し ま す。

結婚出産祝い金事業 9 1 ,7 1 0 千円

　 潤いと 活気に満ちた明る い社会づく り のため、 住民の結婚、

出産に対し 、 祝い金を交付し ま す。 ま た、 定住後に生ま れた子
ど も の人数に応じ て、 定期に加算金を 交付し ま す。
　 児童を 養育する 父母等に児童手当を 支給し ま す。

地域子育て支援事業 1 8 ,6 3 2 千円

　 地域子育て支援セン タ ーを 拠点に、 子育て中の親子の交流・

育児相談等を 行い、 子ど も のすこ やかな育ちを支援し ま す。

　 子ど も の預かり を 行う 相互援助活動（ フ ァ ミ リ ーサポート セ
ンタ ー） の運営を 行いま す。

子育て応援イ ベント 2 ,0 0 0 千円

　 こ ど も ・ 子育て世帯向けに様々な催し 物を 実施し 、 町を あげ

て子育て世帯・ 若者を応援し ま す。

子育て世帯訪問支援事業 1 ,9 0 1 千円

1 ,6 1 1 千円

　 家事・ 子育て等に対し て不安・ 負担を抱えた子育て世帯や妊

産婦等の方に対し 、 不安や悩みを 解消でき る よ う 支援し ま す。

認定こ ども 園運営 3 3 5 ,0 6 5 千円

　 就学前の子ど も のすこ やかな心と 体の成長のため、 こ ど も 園に
おける 教育・ 保育活動や保護者に対する 子育て支援を推進し ま す。

子育て世帯おむつ等支給事業

　 物価高騰の影響を 受ける 子育て世帯への支援策と し て、 おむ

つを 配布する こ と で経済的負担の軽減に繋げま す。

4 3 ,8 9 8 千円妊娠から 出産・ 子育ての総合支援

　 妊婦や乳児の健康保持のため、 各種健診費用の一部を 助成する と
と も に、 妊婦相談等によ る 支援を行いま す。 ま た、 不妊治療を 受け
た夫婦（ 事実婚を 含む） の経済的負担を軽減する こ と を 目的と し て
「 不妊治療費助成」 を実施し ま す。 乳幼児や学童の健康維持のため
予防接種を行う こ と と も に、 高校卒業ま での子ど も やひと り 親家庭
の医療費の助成を 行いま す。

　 地域の創意工夫を 生かし た教育の充実を 目指し 、 町独自で教

職員を 任用し ま す。

⑶　 母になり やすいまち

⑷　 子育てし やすいまち

外国人講師の配置 1 0 ,4 3 9 千円

　 生き た外国語に触れる 機会を 増やすため、 日本人教員を 補助

し 、 授業に当たる 外国人講師を 任用し ま す。

スク ールバス運行費、 通学費補助 3 4 ,0 1 0 千円

　 小中学校への遠距離通学によ る 不便性を 解消する ため、 ス ク

ールバス 等を 運行し ま す。 ま た、 路線バス を 利用する 児童生徒

に対し 、 定期券を 無償で交付し ていま す。

具体的な施策については次年度以降に予算化の予定。

⑵　 関係人口を 増やす

進し ま す。

町費教員の配置 6 7 ,9 5 1 千円

　 高齢者が可能な限り 自立し た日常生活を送る こ と が出来る よ

う 、 通所介護事業の運営を 町社会福祉協議会に委託し 、 高齢者

の孤立感の解消や心身機能の維持、 家族の介護の負担軽減など

を 図り ま す。

特別支援教育就学補助 1 ,0 4 5 千円

　 障害のある 幼児児童生徒が特別支援学校や小中学校の特別支
援学級等で学ぶ際に保護者が負担する 教育関係経費について、
家庭の経済状況等に応じ 補助を行いま す。

安心安全な学校給食の充実 5 9 ,6 2 7 千円

　 児童生徒にバラ ン ス の取れた食事、 望ま し い食習慣を 形成す
る 拠点と し て、 直営で学校給食センタ ーを運営し ま す。

木育拠点施設整備 2 2 ,7 3 8 千円

　 おも ちゃ美術館の運営と 合わせ、 木育イ ンス ト ラ ク タ ーを 育

成する と と も に木育・ 森林環境教育の拠点と し て、 広域ネッ ト

ワ ーク を 構築する こ と によ り 、都市部と の相互連携を図り ま す。

図書館の運営 1 0 ,4 6 5 千円

　 住民に読書を はじ めと する 情報サービ ス を 提供し 、 住民が知

識や情報を 得たり レ ク レ ーショ ンを 楽し める よ う に取り 組みま す。

スポーツ関連事業運営・ 補助 8 ,4 1 1 千円

　 と く ぎんト モニアリ ーナ那賀等を有効活用し 、 子ど も 達が様々

なス ポーツに触れ勤し むこ と によ り 体力の向上や健全な身体の

育成に繋がる よ う 支援し ま す。

那賀高校支援事業 1 5 ,1 3 2 千円

　 那賀町唯一の高校である 県立那賀高校の教育振興・ 就学支援

を 図る ため、 教育振興に関する 財政支援のほか、 奨学金の支給、

通学費の支援、 那賀菊寮の調理、 寮費補助など の支援を 行い

ま す。

経済的な就学支援 4 ,3 4 1 千円

４ ． 那賀町を 安心・ 安全・ 快適なまちにする

⑴　 イ キイ キ長生き でき るまち

高齢者生活状況確認事業

　 緊急通報サービス や関係機関と の連携を行い、 一人暮ら し 高

齢者の生活状況の把握と 支援を行いま す。

高齢者の交通手段の整備 3 ,6 2 6 千円

1 ,0 2 4 千円

　 高齢者の生き がいと 社会参加を 促進する ため、 タ ク シーを 利

用し た外出を 支援し ま す。 一部地区で社会福祉協議会によ る ボ

ラ ンティ アタ ク シーを運営し ま す。

フ レ イ ル予防事業補助金 3 ,4 9 1 千円

　 経済的に困窮し ている 児童生徒を 持つ世帯に対し 、 教材費な
どの負担軽減のため支援を行いま す。

高齢者の生き がいと 健康づく り

推進
1 1 ,0 0 0 千円

　 健康に関する 様々なチェ ッ ク を 行い、 運動、 食事、 社会参

についての指導を行う こ と によ り 虚弱を 予防し 、 健康寿命の延
伸を 図り ま す。

　 敬老会の開催や、 80歳以上の方への敬老祝い金の支給など を

行いま す。 ま た各種の趣味講座等を開催し たり 、 保健指導や健康

教室を実施する 等、 高齢者の生き がいと 健康づく り に努めま す。

町社会福祉協議会補助金 7 5 ,5 7 7 千円

　 住民参加協同によ る 福祉活動サービス 推進のため、 町社会福

祉協議会に補助を行い、 ボラ ンティ ア活動及び在宅福祉事業の
推進や、 各福祉団体への活動支援強化を 図り ま す。

通所介護事業委託金 2 6 ,2 8 7 千円

ド ローンレ ース等の開催 1 ,4 8 0 千円

　 ド ロ ーンレ ース 等を 実施し 、 全国から パイ ロ ッ ト が来庁する

こ と で、 地域活性化、 ド ロ ーンの魅力を活かし た観光資源の創

出に繋げま す。

２ ． 那賀町への新し いひと の流れを つく る

⑴　 交流人口を 増やす　

町内観光施設関係及び
イ ンバウンド 関係事業

4 5 ,6 4 9 千円

　 那賀町観光協会等の団体補助、 観光施設の維持・ 修繕、 各種

イ ベント の助成など を通じ 外国人旅行者も 含めた観光誘客に取
り 組みま す。

都市部と の交流事業 1 ,6 3 9 千円

　 会員の交流、 親睦を図る と 共に「 ふる さ と 」 と の絆を 深め、
那賀町の振興発展に寄与する こ と を 目的と し た事業を実施し ま す。

地域おこ し 協力隊の設置及び
運営事業

4 3 ,0 3 6 千円

　 都市部の若者を地域おこ し 協力隊員と し て委嘱し 、 各地域の

課題解決に向けての取り 組みや町内の情報を発信する こ と によ

り 地域の活性化を図り ま す。

相生森林美術館の運営 1 8 ,0 3 5 千円

　 常設展・ 企画展を 実施し 、 ギャ ラ リ ート ーク 、 講演会や木版
画・ 絵画等の実技講習会などに積極的に取り 組み、 交流人口の

多面的機能支払交付金 3 ,3 2 7 千円

　 地域の共同事業に係る 支援を 行い、 地域資源の適切な保全管

理を 推進する こ と によ り 、 農地、 農村の有する 多面的機能が今

後と も 適切に維持発揮さ れる と と も に、 担い手農家への農地集

積と いう 構造改革を 後押し し ま す。

広域営農団地整備事業 3 ,4 0 8 千円

　 県が実施し ている 広域農道阿南丹生谷線整備工事を行い農業

の振興と 活性化を図り ま す。

陸上養殖ク ルマエビ実証実験 5 ,7 9 7 千円

　 地域密着型によ る 地域活性化を目指し て、 陸上養殖ク ルマエ

ビの実証実験を 進めま す。

「 みなみ阿波観光局魅力倍増」
推進事業

5 ,9 1 0 千円

　 県民局・ 県南１ 市４ 町で立ち上げた、 みなみ阿波観光局（ D

MO） と 連携し 広域的な観光振興に取り 組みま す。

増加を図り ま す。

那賀町農村舞台公演等の
文化活動事業

4 ,7 2 9 千円

　 町内６ か所によ る 農村舞台を 活用し た伝統的な文化を 継承す

る と と も に、 新たな活用に向けた支援を 行いま す。 ま た、 国指

定の重要無形民族文化財に指定さ れている 太布織り や伝統的な

文化である 吹き 筒花火の保存・ 継承の取り 組みを行いま す。

稚魚放流事業 1 1 ,6 4 1 千円

　 漁業組合が実施する 稚魚放流を支援し 、 釣り 客等の交流人口

増加を目指し ま す。

おためし 住宅の整備 2 ,9 1 4 千円

　 移住を検討し ている 方に対し て、 一定期間内での生活を 体験

でき る 施設を貸し 出すこ と で移住を促進し ま す。

保育園留学 4 ,4 0 0 千円

　 観光では味わえない那賀町なら ではの日常を 体験し ていただ

く こ と によ り 、 子育て世帯に魅力を アピ ールし 、 移住定住に繋

げま す。

産官学と の連携 2 0 ,9 0 0 千円

　 民間企業や大学と 連携し 、 地域活性化に関する 相互連携を 強

化する こ と によ り 地方創生を 推進し ま す。

シェ アオフ ィ ス運営事業 1 ,4 4 5 千円

　 町内で新たな拠点設置を目指し ている 方や新規に事業を開始

し よ う と する 方を支援する こ と によ り 、 町の活性化及び新たな

産業の創出に繋げま す。

地域活力好循環事業 1 9 7 ,8 0 0 千円

　 企業版ふる さ と 納税を 活用し 地域関連プロ ス ポーツチームへ

支援を行う こ と によ り 、 チームと 連携し た地域活性化を 推進す
る と と も に交流人口の増加を 図り ま す。

ふるさ と 寄附金の増収 2 0 0 ,0 0 0 千円

　 各種ふる さ と 納税サイ ト で広く 寄附を 募り 、 地域活性化のた
めの各種事業の財源と し て活用し ま す。

⑶　 移住定住者を 増やす

9 ,3 5 6 千円

　 移住希望者や移住者が安心し て相談でき 、 移住者の増加およ

び移住後の定着を図る ため、 地域と つながり を 持っ て暮ら せる

こ と を目的と し 活動し ま す。

公営住宅の維持管理

移住定住支援員事業

1 4 ,9 9 7 千円

　 町営住宅の維持修繕工事を 行い、 居住環境の改善・ 充実に

努め、 定住化を図り ます。

那賀町移住交流支援センタ ー事業 2 ,9 9 3 千円

　 推進団体への支援や移住交流イ ベント 等を 開催する こ と で都
市と の交流を 促進し 、 移住に結び付けま す。

木づかい住宅等支援事業 2 ,0 0 0 千円

　 町産材を活用し た木造住宅の建築を推進し 、 町産材の利用拡

大と 町民の定住促進を図り ま す。

奨学金返済免除制度による
定住支援

1 3 ,6 8 0 千円

　 経済的な理由によ り 大学等に入学が困難な方に奨学金を貸与

し 、 優秀な人材の育成を 図る と と も に定住促進を図る 目的で貸
与額の還付制度や補助制度によ る 支援を 行いま す。

地域コ ミ ュ ニティ 活性化事業 1 4 ,0 4 2 千円

　 町内各地区のま ちづく り 協議会の取り 組みの支援や、 コ ミ ュ

ニティ 助成事業を行い、 地域の活性化を 図り ま す。

集落支援員事業 4 ,8 4 9 千円

　 人口減少及び高齢化の進行が著し い地域の点検活動等を通じ

て、 地域の実情や課題を 把握し 地域活力の維持及び活性化を 推

移住用空き 家改修補助 1 ,2 0 0 千円

　 空き 家バンク に登録さ れた空き 家等を 地域活性化に寄与する

施設に改修する 場合の費用を 補助し 、 空き 家の活用を図り ま す。

３ 　 那賀町が若い世代の定住・ 結婚・ 出産・ 子育てに

希望が持てる地域と なる

⑴　 所得の向上

ふるさ と 留学制度 8 ,6 4 0 千円

　 児童生徒の減少に歯止めを かける ため町外から の留学生や子

育て世代の移住者に対し て支援を 実施し ま す。

⑵　 出会い・ 結婚がし やすいまち

出会い応援事業 9 2 ,3 7 8 千円

　 結婚を希望する 方の婚活を 支援する ため、 出会い応援イ ベン

ト の開催や縁むすびの会（ 婚活支援団体） への助成を 行いま す。

結婚新生活支援事業 2 ,3 0 0 千円

　 結婚に伴う 新生活のス タ ート アッ プにかかる 費用に対し 支援

を 行いま す。

地域医療体制の充実 2 4 9 ,3 5 8 千円

　 医療体制を 充実さ せる ため、 町立病院・ 診療所に運営補助を

行い、 本町に赴任し た医師が働き やすい環境づく り と 医師の確

保対策に取り 組みま す。 さ ら に看護師不足解消のための施策に

も 取り 組み、 町民が安心し て住める ま ちづく り を 目指し ま す。

結婚出産祝い金事業 9 1 ,7 1 0 千円

　 潤いと 活気に満ちた明る い社会づく り のため、 住民の結婚、

出産に対し 、 祝い金を 交付し ま す。 ま た、 定住後に生ま れた子
ど も の人数に応じ て、 定期に加算金を 交付し ま す。
　 児童を養育する 父母等に児童手当を 支給し ま す。

地域子育て支援事業 1 8 ,6 3 2 千円

　 地域子育て支援セン タ ーを 拠点に、 子育て中の親子の交流・

育児相談等を 行い、 子ども のすこ やかな育ちを支援し ま す。

　 子ど も の預かり を行う 相互援助活動（ フ ァ ミ リ ーサポート セ
ンタ ー） の運営を 行いま す。

子育て応援イ ベント 2 ,0 0 0 千円

　 こ ど も ・ 子育て世帯向けに様々な催し 物を 実施し 、 町を あげ

て子育て世帯・ 若者を 応援し ま す。

子育て世帯訪問支援事業 1 ,9 0 1 千円

1 ,6 1 1 千円

　 家事・ 子育て等に対し て不安・ 負担を抱えた子育て世帯や妊

産婦等の方に対し 、 不安や悩みを 解消でき る よ う 支援し ま す。

認定こ ども 園運営 3 3 5 ,0 6 5 千円

　 就学前の子ど も のすこ やかな心と 体の成長のため、 こ ど も 園に
おける 教育・ 保育活動や保護者に対する 子育て支援を推進し ま す。

子育て世帯おむつ等支給事業

　 物価高騰の影響を受ける 子育て世帯への支援策と し て、 おむ

つを 配布する こ と で経済的負担の軽減に繋げま す。

4 3 ,8 9 8 千円妊娠から 出産・ 子育ての総合支援

　 妊婦や乳児の健康保持のため、 各種健診費用の一部を助成する と
と も に、 妊婦相談等によ る 支援を 行いま す。 ま た、 不妊治療を 受け
た夫婦（ 事実婚を 含む） の経済的負担を軽減する こ と を目的と し て
「 不妊治療費助成」 を 実施し ま す。 乳幼児や学童の健康維持のため
予防接種を 行う こ と と も に、 高校卒業ま での子ど も やひと り 親家庭
の医療費の助成を 行いま す。

　 地域の創意工夫を生かし た教育の充実を 目指し 、 町独自で教

職員を 任用し ま す。

⑶　 母になり やすいまち

⑷　 子育てし やすいまち

外国人講師の配置 1 0 ,4 3 9 千円

　 生き た外国語に触れる 機会を増やすため、 日本人教員を 補助

し 、 授業に当たる 外国人講師を任用し ま す。

スク ールバス運行費、 通学費補助 3 4 ,0 1 0 千円

　 小中学校への遠距離通学によ る 不便性を 解消する ため、 ス ク

ールバス 等を 運行し ま す。 ま た、 路線バス を 利用する 児童生徒

に対し 、 定期券を 無償で交付し ていま す。

具体的な施策については次年度以降に予算化の予定。

⑵　 関係人口を 増やす

進し ま す。

町費教員の配置 6 7 ,9 5 1 千円

　 高齢者が可能な限り 自立し た日常生活を送る こ と が出来る よ

う 、 通所介護事業の運営を町社会福祉協議会に委託し 、 高齢者

の孤立感の解消や心身機能の維持、 家族の介護の負担軽減など

を図り ま す。



2 0広報なか2 1 広報なか

合併浄化槽設置補助事業 7 ,3 6 2 千円

　 合併処理浄化槽の設置を 促進し 、 生活排水から の河川環境の

保全に努めま す。 ま た、 高齢者のト イ レ 改修に伴う 設置も 推進

し ま す。

⑷　 自然と 調和し た持続可能なまち

⑶　 消防・ 防災・ 防犯対策が行き 届いたまち

携帯電話等エリ ア整備事業 3 ,7 8 6 千円

　 携帯電話基地局向け通信用光ケーブルの保守管理を 行いま す。

公共施設Ｗi -Ｆ i環境管理 1 ,7 9 5 千円

　 公共施設Ｗi‒Ｆ iの環境管理を 行い、 施設の利便性の向上を 図
り ま す。

令和７ 年度　 地方消費税交付金
（ 社会保障財源化分） の使途について

簡易水道事業、 集落排水事業へ

繰出金
1 5 0 ,8 3 1 千円

災害時に迂回路と し て重要な

町道の整備
3 5 ,0 0 0 千円

　 社会資本整備総合交付金事業や地方道路整備交付金事業など

を 活用し て、 災害時に迂回路と し て重要と なる 町道の整備を 行

いま す。

養護老人ホーム運営 3 6 ,0 6 4 千円

　 身体・ 精神ま たは環境上の理由や経済的な理由によ り 、 自宅

での生活が困難になっ た方を 入所さ せ、 食事サービ ス 、 機能訓

練、 その他の日常生活上必要な便宜を 提供する こ と によ り 養護

を 行いま す。

自動運転バスの基幹路線整備 8 0 ,1 0 2 千円

　 高齢化の影響で運転手が不足し 利用者も 減少し ている こ と

から 、 基幹路線は運転自動化によ る バス 運行の実現を 目指し

ま す。

ボラ ン ティ アタ ク シー

　 路線バス 空白地域について、 住民の方の移動手段を 確保する

ため、 ボラ ン ティ アタ ク シーを 運行し ま す。

障がい者虐待防止事業 6 0 0 千円

　 障がい者虐待の防止、 ま た障がい者虐待を 受けた障がい者に

対する 保護及び支援等を 実施し ま す。

宅配サービ スの利用促進

　 商工会買物弱者対策事業に対し て支援を 行い、 買物弱者対策

と し て、 宅配サービ ス 事業・ 出前商店街事業を 行いま す。

環境保全事業 9 1 0 千円

　 環境美化パト ロ ール員の強化や町内一斉清掃など によ り 、 環

境美化啓発運動を 推進し ま す。

各種予防接種実施事業 1 0 ,8 5 1 千円

1 ,0 0 0 千円

　 高齢者、 イ ンフ ルエンザ、 肺炎球菌やク ーポン 券によ る 風し

ん第５ 期の定期接種、 風し ん任意接種、 帯状疱疹任意接種の助

成等を 行い、 疫病予防に備えま す。

合併浄化槽維持管理事業 1 ,3 0 0 千円

　 合併処理浄化槽の設置推進に向けた啓発活動及び既存の合併

処理浄化槽の適正な維持管理を 推進し ま す。

総合検診等実施事業 1 3 ,2 4 2 千円

　 各種検診を 実施する と と も に、 健康教室や健康相談を 充実し 、

町民の健康づく り に努めま す。

　 住民の暮ら し を 支える 重要なイ ン フ ラ である 上下水道施設の

適正管理を 行い、 安定供給と コ ス ト の削減に努めま す。

飲料水供給施設整備・ 補助 5 5 ,5 0 0 千円

　 集落（ 地域） 及び個人で管理し ている 飲料水供給施設の整備、

修繕等に工事や補助を 行い、 安定し た飲料水の確保と 供給を 図

り ま す。

県単治山事業 2 5 ,2 1 5 千円

　 山地災害や河川への土砂流出を 防ぐ ため、 各地域において治

山事業を 進めま す。

那賀町消防本部、 消防署運営 2 8 8 ,3 2 7 千円

　 那賀町消防本部・ 消防署運営によ り 、 地域住民の生命と 財産

を 守り ま す。

　 地域防災を 担う 消防団の積極的な活動を 継続し 、 住民の安全

で安心な暮ら し を 守り ま す。

那賀町消防団の運営 5 5 ,9 2 5 千円

　 地域の防災リ ーダーと なる 人材を 確保する ため、 防災士取得

費用を 助成する と と も に、 防災士の会の活動を 支援し ま す。

救急救命士の育成 3 ,3 6 4 千円

　 地域住民の安全安心を 守る ため、 救急出場時救命士乗車率

100％を めざし 特定行為可能な新規救急救命士を 養成し ま す。

消防施設整備費 8 ,6 8 8 千円

　 地域の消防防災力の向上を 目的に、 詰所の整備や、 消防車の
整備点検、 消防水利の確保など 、 消防防災機能を高く 維持し ま す。

災害対策事業 3 ,8 2 3 千円

代替バス運行補助 1 1 6 ,1 0 6 千円

1 ,1 2 7 千円

　 公共交通機関である バス 路線の維持を 図る ため、 バス 事業者

への補助金、 代替バス の運行や、 老朽化し たバス 停の修繕を 行

い、 高齢者や通学者の利便性を 確保し ま す。

街路灯のLED 化 9 ,5 7 9 千円

　 夜間における 犯罪の防止や通行の安全を 図り 、 安全で安心し て

暮ら せる ま ちづく り を 進める ため、 街路灯のLED化を 進めま す。

防災行政無線施設 4 1 ,1 2 4 千円

　 防災行政無線と し て整備し た減災シス テム によ り 屋外放送や
防災アプリ によ り 防災情報を 周知し ま す。
　 ま た移動系防災無線や、 IP無線、 衛星電話を 併用し 、 通信網
の充実を 図り ま す。

【 歳入】　 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） 85,485千円

【 歳出】　 社会保障施策経費（ 総額） 882,292千円 （ 単位： 千円）

事　 業　 名 予算額

財　 　 源　 　 内　 　 訳

特　 定　 財　 源 一　 般　 財　 源

国・ 県

支出金
地方債 その他

う ち地方消費税交付金

（ 社会保障財源化分）

高 齢 者 福 祉 事業 36,064

198,576

21,000

33,881

264,951

73,112

245,039

245,643

23,537

5,550

13,242

1,160,595

33,817

49,667

10,500

20,662

249,403

40,783

194,519

245,643

22,736

5,550

9,012

882,292

148,909

10,500

13,219

15,548

32,329

50,520

351

525

271,901

2,247

450

3,705

6,402

11,621
障 害 者 福 祉 事業

社 会 福 祉 事 業

母 子 福 祉 事 業

介 護 保 険 事 業

49,134国民健康保険事業

高 齢 者 医 療 事業

病 院 事 業

28,681

疾病予防対策事業

医 療 提 供 体 制

確 保 事 業

成 人 保 健 事 業

合　 　 　 計 0 89,436

窓口サービ スの向上 3 ,6 2 3 千円

  「 住民票・ 印鑑証明書」 についてコ ン ビ ニ交付を 可能と する

こ と で、 町外に働き に出ら れている 方や、 役場業務時間外に

おいて、 利便性の向上を 図り ま す。

自主防災組織助成事業 1 ,0 0 0 千円

　 災害時に共助の要と なる 自主防災組織について、 新規設立

及び各組織の訓練活動を 支援し ま す。

防災士の会活動補助事業 2 4 7 千円

　 木造家屋が多く 、 高齢化も 進んでいる こ と から 住宅用火災報

知器の設置を 進め、 火災発生の抑制に繋げま す。

住宅用火災報知器の普及 3 8 5 千円

　 平成26年４ 月１ 日よ り 5％から 8％へ、 令和元年10月1日よ り 8％から 10％へ、 消費税率が引き 上げら れたこ と に伴い、

地方消費税率も 1.0％から 2.2％に引き 上げら れており ま す。 その地方消費税率引上げに伴う 地方消費税交付金の増収分

については、 その使途を明確化し 、 社会保障施策に要する 経費に充てる も のと さ れていま す。

　 令和７ 年度一般会計予算における 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） の充当状況は、 次のと おり です。 なお、 地

方消費税交付金の引上げ分の各施策への充当方法は、 社会保障施策経費の一般財源総額に対する 各施策経費の一般財源

の割合によ り 按分し て算出し ていま す。

住宅防災対策事業 2 4 ,3 3 4 千円

　 南海ト ラ フ 地震に備え、 木造住宅の耐震化を 支援し 、 地震に

強いま ちづく り を 推進し ま す。
　 ま た老朽危険空家の除却についても 支援し 、 避難路を 確保し

ま す。

⑵　 誰一人取り 残さ ないまち

障害者福祉事業 2 4 1 ,9 6 6 千円

　 障害のある 人も 普通に暮ら し 、 地域の一員と し て、 と も に生

き る 社会づく り を 目指し て、 障害者自立支援給付事業を はじ め

と する 障がい福祉施策を 推進し ま す。

廃棄物処理事業 3 0 2 ,4 7 8 千円

　 ごみ処理は町営で、 し 尿処理は民間委託によ り 実施し ており 、

適正な運営を 行っ ていま す。 町民の皆様がよ り 利用し やすく な

る よ う 努めま す。

那賀町再エネの最大限導入

のための計画策定
9 ,9 8 8 千円

　 地方創生につながる 再生可能エネルギーを 最大限導入する た

め、 可能性を 調査し 計画を 策定し ま す。

5 ． 那賀町住民のわく わく し た生活のための

デジタ ル基盤構築

⑴　 手のひら の役所、 書かない手続き 、 手続き D X

⑵　 那賀町総合データ 基盤整備

那賀町公式W EBサイ ト へ住民専用
マイ ページ（ アプリ ）を 開設 4 ,7 1 9 千円

　 自身に必要性の高い情報や手続き がわかり やすく 優先的に表

示さ れ、 すぐ 目的のページにたど り 着く こ と ができ たり 、 役場

から のお知ら せも プッ シュ 通知によ り すぐ 知る こ と ができ ま す。

ホームページの充実・ 情報発信

事業
9 ,6 3 2 千円

　 新し く なっ たホ ーム ページやSN Sについて、 研修や分析を

　 具体的な施策については次年度以降に予算化の予定。

行う こ と によ り 住民の方の利便性や満足度の向上に繋げま す。

　 南海ト ラ フ 地震や豪雨災害等に備え、 避難所に必要な資機

材や食糧等を 備蓄し 、 快適な避難所を 目指し て整備し ま す。

合併浄化槽設置補助事業 7 ,3 6 2 千円

　 合併処理浄化槽の設置を 促進し 、 生活排水から の河川環境の

保全に努めま す。 ま た、 高齢者のト イ レ 改修に伴う 設置も 推進

し ま す。

⑷　 自然と 調和し た持続可能なまち

⑶　 消防・ 防災・ 防犯対策が行き 届いたまち

携帯電話等エリ ア整備事業 3 ,7 8 6 千円

　 携帯電話基地局向け通信用光ケーブルの保守管理を 行いま す。

公共施設Ｗi -Ｆ i環境管理 1 ,7 9 5 千円

　 公共施設Ｗi‒Ｆ iの環境管理を 行い、 施設の利便性の向上を 図
り ま す。

令和７ 年度　 地方消費税交付金
（ 社会保障財源化分） の使途について

簡易水道事業、 集落排水事業へ

繰出金
1 5 0 ,8 3 1 千円

災害時に迂回路と し て重要な

町道の整備
3 5 ,0 0 0 千円

　 社会資本整備総合交付金事業や地方道路整備交付金事業など

を 活用し て、 災害時に迂回路と し て重要と なる 町道の整備を 行

いま す。

養護老人ホーム運営 3 6 ,0 6 4 千円

　 身体・ 精神ま たは環境上の理由や経済的な理由によ り 、 自宅

での生活が困難になっ た方を 入所さ せ、 食事サービ ス 、 機能訓

練、 その他の日常生活上必要な便宜を 提供する こ と によ り 養護

を 行いま す。

自動運転バスの基幹路線整備 8 0 ,1 0 2 千円

　 高齢化の影響で運転手が不足し 利用者も 減少し ている こ と

から 、 基幹路線は運転自動化によ る バス 運行の実現を 目指し

ま す。

ボラ ン ティ アタ ク シー

　 路線バス 空白地域について、 住民の方の移動手段を 確保する

ため、 ボラ ンティ アタ ク シーを 運行し ま す。

障がい者虐待防止事業 6 0 0 千円

　 障がい者虐待の防止、 ま た障がい者虐待を 受けた障がい者に

対する 保護及び支援等を 実施し ま す。

宅配サービスの利用促進

　 商工会買物弱者対策事業に対し て支援を 行い、 買物弱者対策

と し て、 宅配サービ ス 事業・ 出前商店街事業を 行いま す。

環境保全事業 9 1 0 千円

　 環境美化パト ロ ール員の強化や町内一斉清掃など によ り 、 環

境美化啓発運動を 推進し ま す。

各種予防接種実施事業 1 0 ,8 5 1 千円

1 ,0 0 0 千円

　 高齢者、 イ ンフ ルエンザ、 肺炎球菌やク ーポン券によ る 風し

ん第５ 期の定期接種、 風し ん任意接種、 帯状疱疹任意接種の助

成等を 行い、 疫病予防に備えま す。

合併浄化槽維持管理事業 1 ,3 0 0 千円

　 合併処理浄化槽の設置推進に向けた啓発活動及び既存の合併

処理浄化槽の適正な維持管理を 推進し ま す。

総合検診等実施事業 1 3 ,2 4 2 千円

　 各種検診を 実施する と と も に、 健康教室や健康相談を 充実し 、

町民の健康づく り に努めま す。

　 住民の暮ら し を 支える 重要なイ ンフ ラ である 上下水道施設の

適正管理を 行い、 安定供給と コ ス ト の削減に努めま す。

飲料水供給施設整備・ 補助 5 5 ,5 0 0 千円

　 集落（ 地域） 及び個人で管理し ている 飲料水供給施設の整備、

修繕等に工事や補助を 行い、 安定し た飲料水の確保と 供給を 図

り ま す。

県単治山事業 2 5 ,2 1 5 千円

　 山地災害や河川への土砂流出を 防ぐ ため、 各地域において治

山事業を 進めま す。

那賀町消防本部、 消防署運営 2 8 8 ,3 2 7 千円

　 那賀町消防本部・ 消防署運営によ り 、 地域住民の生命と 財産

を 守り ま す。

　 地域防災を 担う 消防団の積極的な活動を 継続し 、 住民の安全

で安心な暮ら し を 守り ま す。

那賀町消防団の運営 5 5 ,9 2 5 千円

　 地域の防災リ ーダーと なる 人材を 確保する ため、 防災士取得

費用を 助成する と と も に、 防災士の会の活動を 支援し ま す。

救急救命士の育成 3 ,3 6 4 千円

　 地域住民の安全安心を 守る ため、 救急出場時救命士乗車率

100％を めざし 特定行為可能な新規救急救命士を 養成し ま す。

消防施設整備費 8 ,6 8 8 千円

　 地域の消防防災力の向上を 目的に、 詰所の整備や、 消防車の
整備点検、 消防水利の確保など 、 消防防災機能を高く 維持し ま す。

災害対策事業 3 ,8 2 3 千円

代替バス運行補助 1 1 6 ,1 0 6 千円

1 ,1 2 7 千円

　 公共交通機関である バス 路線の維持を 図る ため、 バス 事業者

への補助金、 代替バス の運行や、 老朽化し たバス 停の修繕を 行

い、 高齢者や通学者の利便性を 確保し ま す。

街路灯のLED 化 9 ,5 7 9 千円

　 夜間における 犯罪の防止や通行の安全を 図り 、 安全で安心し て

暮ら せる ま ちづく り を 進める ため、 街路灯のLED化を 進めま す。

防災行政無線施設 4 1 ,1 2 4 千円

　 防災行政無線と し て整備し た減災シス テムによ り 屋外放送や
防災アプリ によ り 防災情報を 周知し ま す。
　 ま た移動系防災無線や、 IP無線、 衛星電話を 併用し 、 通信網
の充実を 図り ま す。

【 歳入】　 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） 85,485千円

【 歳出】　 社会保障施策経費（ 総額） 882,292千円 （ 単位： 千円）

事　 業　 名 予算額

財　 　 源　 　 内　 　 訳

特　 定　 財　 源 一　 般　 財　 源

国・ 県

支出金
地方債 その他

う ち地方消費税交付金

（ 社会保障財源化分）

高 齢 者 福 祉 事業 36,064

198,576

21,000

33,881

264,951

73,112

245,039

245,643

23,537

5,550

13,242

1,160,595

33,817

49,667

10,500

20,662

249,403

40,783

194,519

245,643

22,736

5,550

9,012

882,292

148,909

10,500

13,219

15,548

32,329

50,520

351

525

271,901

2,247

450

3,705

6,402

11,621
障 害 者 福 祉 事業

社 会 福 祉 事 業

母 子 福 祉 事 業

介 護 保 険 事 業

49,134国民健康保険事業

高 齢 者 医 療 事業

病 院 事 業

28,681

疾病予防対策事業

医 療 提 供 体 制

確 保 事 業

成 人 保 健 事 業

合　 　 　 計 0 89,436

窓口サービ スの向上 3 ,6 2 3 千円

  「 住民票・ 印鑑証明書」 についてコ ンビ ニ交付を 可能と する

こ と で、 町外に働き に出ら れている 方や、 役場業務時間外に

おいて、 利便性の向上を 図り ま す。

自主防災組織助成事業 1 ,0 0 0 千円

　 災害時に共助の要と なる 自主防災組織について、 新規設立

及び各組織の訓練活動を 支援し ま す。

防災士の会活動補助事業 2 4 7 千円

　 木造家屋が多く 、 高齢化も 進んでいる こ と から 住宅用火災報

知器の設置を 進め、 火災発生の抑制に繋げま す。

住宅用火災報知器の普及 3 8 5 千円

　 平成26年４ 月１ 日よ り 5％から 8％へ、 令和元年10月1日よ り 8％から 10％へ、 消費税率が引き 上げら れたこ と に伴い、

地方消費税率も 1.0％から 2.2％に引き 上げら れており ま す。 その地方消費税率引上げに伴う 地方消費税交付金の増収分

については、 その使途を明確化し 、 社会保障施策に要する 経費に充てる も のと さ れていま す。

　 令和７ 年度一般会計予算における 地方消費税交付金（ 社会保障財源化分） の充当状況は、 次のと おり です。 なお、 地

方消費税交付金の引上げ分の各施策への充当方法は、 社会保障施策経費の一般財源総額に対する 各施策経費の一般財源

の割合によ り 按分し て算出し ていま す。

住宅防災対策事業 2 4 ,3 3 4 千円

　 南海ト ラ フ 地震に備え、 木造住宅の耐震化を 支援し 、 地震に

強いま ちづく り を 推進し ま す。
　 ま た老朽危険空家の除却についても 支援し 、 避難路を 確保し

ま す。

⑵　 誰一人取り 残さ ないまち

障害者福祉事業 2 4 1 ,9 6 6 千円

　 障害のある 人も 普通に暮ら し 、 地域の一員と し て、 と も に生

き る 社会づく り を 目指し て、 障害者自立支援給付事業を はじ め

と する 障がい福祉施策を 推進し ま す。

廃棄物処理事業 3 0 2 ,4 7 8 千円

　 ごみ処理は町営で、 し 尿処理は民間委託によ り 実施し ており 、

適正な運営を 行っ ていま す。 町民の皆様がよ り 利用し やすく な

る よ う 努めま す。

那賀町再エネの最大限導入

のための計画策定
9 ,9 8 8 千円

　 地方創生につながる 再生可能エネルギーを 最大限導入する た

め、 可能性を 調査し 計画を 策定し ま す。

5 ． 那賀町住民のわく わく し た生活のための

デジタ ル基盤構築

⑴　 手のひら の役所、 書かない手続き 、 手続き D X

⑵　 那賀町総合データ 基盤整備

那賀町公式W EBサイ ト へ住民専用
マイ ページ（ アプリ ）を開設 4 ,7 1 9 千円

　 自身に必要性の高い情報や手続き がわかり やすく 優先的に表

示さ れ、 すぐ 目的のページにたど り 着く こ と ができ たり 、 役場

から のお知ら せも プッ シュ 通知によ り すぐ 知る こ と ができ ま す。

ホームページの充実・ 情報発信

事業
9 ,6 3 2 千円

　 新し く なっ たホ ーム ページやSN Sについて、 研修や分析を

　 具体的な施策については次年度以降に予算化の予定。

行う こ と によ り 住民の方の利便性や満足度の向上に繋げま す。

　 南海ト ラ フ 地震や豪雨災害等に備え 、 避難所に必要な資機

材や食糧等を 備蓄し 、 快適な避難所を 目指し て整備し ま す。
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令和７ 年度 

監査計画の策定について
　 本町の行財政状況は厳し さ を 増すばかり です。 限ら れた財源を 計画的かつ効率的に執行する こ と で最

大の効果を生み出す行財政運営が、 よ り 一層求めら れていま す。

　 監査委員と し ま し ては、 町の財務や事務について、 法令等に基づく 適法性や計数等の正確性、 効率的

な運営がなさ れている かの経済性と いっ た観点を中心に、 よ り 内部統制に依拠し た監査を 進め、 町民の

皆さ ま が望ま れている 「 公正で透明性の高い行政」 の確保に貢献し たいと 考えており ま す。

　 令和７ 年度の年間監査等計画及び令和６ 年度の監査等実施状況につき ま し ては、 下記のと おり です。

令和７ 年度　 年間監査等計画

令和６ 年度　 年間監査等実施状況

那賀町代表監査委員  桝 田 正 憲
那 賀 町 監 査 委 員 　前 田 貞 好

月 監査の種類（ 内容） 備考

４ 月 行政監査（ 準公金）

例
月
現
金
出
納
検
査
は
、

４
月
～
３
月
の
毎
月
実
施
。

随
時
監
査
、

住
民
請
求
監
査
等
は
、

必
要
に
応
じ
て
実
施

５ 月 定期監査（ 委託）

６ 月 行政監査（ D X）

７ 月 決算審査（ 公営企業）

８ 月 決算審査・ 基金運用審査・ 財政健全化判断比率等審査

９ 月 行政監査（ 備品管理）

10月 行政監査（ 危機管理、 選択と 集中）

11月 行政監査（ 準公金、 内部統制）

12月 行政監査（ 人事管理）

１ 月 財政援助団体等監査（ 指定管理者）

２ 月 定期監査（ 工事）

３ 月 行政監査（ 町有林管理）

月 監査の種類（ 内容）

４ 月 行政監査（ 準公金）

例
月
現
金
出
納
検
査
は
、

４
月
～
３
月
の
毎
月
実
施
。

５ 月 定期監査（ 委託） 行政監査（ 準公金)

６ 月 行政監査（ 準公金）

７ 月 行政監査（ 準公金）・ 決算審査（ 公営企業）

８ 月
行政監査（ 準公金） 決算審査・ 基金運用審査
・ 財政健全化判断比率等審査

９ 月 行政監査(備品管理、 準公金)

12月 行政監査（ R5職員の勤務状況）

１ 月 財政援助団体等監査（ 指定管理者）

３ 月 定期監査（ 工事） 随時監査（ 水道・ 集排の経営状況）　

　 令和６ 年度の監査等実施状況ですが、 例月現金出納検査では、 支出事務における 金額や債権者の

間違い、 支払い遅延など の不備について、 重点的に指導を 行い改善を 求めてき ま し た。 ま た随時監

査と し て令和６ 年度よ り 公営企業法が一部適用と なっ た簡易水道事業及び集落排水事業の財務書類

について聴取を 行いま し た。

　 定期監査では、 工事における 施工管理や契約等、 ま た委託業務における 事務処理を把握する と と

も に、 適宜改善を求めてき ま し た。

　 決算審査では、 令和５ 年度の一般会計や特別会計及び公営企業会計の決算、 税や使用料等の債権

管理状況について、 審査を行いま し た。

　 行政監査では、 職員の時間外など の勤務の実態、 備品の使用や管理状況、 町の取り 扱う 準公金の

管理状況について調査し ま し た。

　 財政援助団体等監査では、 指定管理者から 提出さ れた実績報告書等を も と に、 施設の管理運営や

経営状況を把握する と と も に、 適宜改善を求めてき ま し た。

　 令和６ 年度監査等の結果、 各事務全般について、 概ね適正に処理さ れている こ と を認めま す。  

こ れまでに撮影さ れた那賀町内の行事や風景などの写真

お寄せいただいた写真は、 町制2 0 周年記念事業を はじ め、 町の事業・ 広報活動全般に使用さ

せていただき ます。 また、 2 0 周年事業終了後も 那賀町の歴史を 伝える貴重な資料と し て適切

に保存し 、 有効に活用さ せていただきます。

・ デジタ ル写真の場合

　 下記アド レスにアク セスし ていただき 、 ページ下部に記載のフ ォ ーム

にて必要事項を入力の上、 写真をアッ プロード し てく ださ い。

・ プリ ント 写真の場合

　 使用許可兼承諾書に必要事項をご記入の上、 現像し た写真を貼り 付けて那賀町役場・ 各支所

へ郵送またはご持参く ださ い。 使用許可兼承諾書は那賀町役場・ 各支所でも 用意し ており ま

す。 下記アド レスから も ダウンロード でき ます。

　 那賀町は、 令和７ 年３ 月１ 日に町制2 0 周年を迎えまし た。 こ れまでの歴史を振り 返ると と も に、 那賀町の歴史

や文化を次の世代へ伝えていく ため、 町内の昔懐かし い行事や風景などの写真を募集し ます。

① 応募者本人またはご家族の所有であり 、 著作権を完全に保有し ている写真に限り ます。

　 また、 次に該当する写真の受付を お断り し ます。

　 ○被写体の許諾を得ていないなど、 第三者が発行する印刷物やホームページなどから 転用さ れたも の

　 ○被写体の個人情報が特定さ れるおそれがあるも の

　 ○公の公序良俗に反するも の、 または反するおそれがあるも の

　 ○宗教の普及活動の意図を 持つも の、 または持つおそれがあるも の

　 ○法令等に違反するも の、 または違反するおそれがあるも の

　 ○上記のほか、 掲載が適切ではないと 那賀町が判断し たも の

② 著作権・ 肖像権等について

　 ・ 掲載さ れた写真の著作権は、 応募者（ 撮影者） が所有し ていますが、 那賀町のホームページ等への掲載につ

いて、 応募写真を 無償で使用する権利を保有するも のと し ます。

　 ・ 写真に人物が含まれる場合、 その人物の肖像権に関し て、 那賀町は一切責任を 負いかねますので、 応募者本

人の責任において写真を 応募し てく ださ い。

③ 掲載について

　 ・ 応募いただいた写真の掲載可否や掲載する刊行物、 掲載時期は那賀町で判断さ せていただき ますので、 ご了

承く ださ い。

　 ・ 掲載にあたり 、 応募者への連絡・ 確認はいたし ません。 また、 使用期間に期日は設けません。

　 ・ 写真データ の一部を加工し て使用する場合があり ます。

④ 写真の破損等について

　 ・ 応募写真の取扱いには十分注意いたし ますが、万一の事故に対する責任は負いかねますのでご了承く ださ い。

⑤ 個人情報の取り 扱いについて

　 ・ 使用許可兼承諾書に記載さ れた個人情報は、 本事業以外で使用するこ と はあり ません。

　 ・ 写真の使用時において、 応募者氏名は表示し ません。

募集写真

使用目的

応募方法

応募さ れる方は、 以下の①～⑤の事項に同意のう え、 写真を投稿し てく ださ い。応募上の注意

那賀町
ホームページ

に掲載中

募集期間： 令和７ 年７ 月31日ま で　  問い合わせ先： 那賀町役場 総務課（ TEL 0884-62-1121）

那賀町の昔の写真を募集！那賀町の昔の写真を募集！
那賀町 町制20周年記念事業

アド レスはこ ちら ▼

h ttp s://w w w .to w n .to k u sh im a -n a k a .

lg .j p /so sh ik i/1 0 0 1 /3 2 2 6 .h tm l

那賀町
ホームページ

に掲載中

https://www.town.tokushima-naka.
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から のお知ら せ険

軽自動車税軽自動車税（ 種別割）（ 種別割）のの

減免について減免について
障がい者の方が所有する 軽自動車で、 専ら 障がい者のために継続し

て使用さ れる も のについて、 一定の要件に該当する も のは、 納税義務

者等の申請によ り 軽自動車税（ 種別割） を 全額免除し ま す。（ 障がい

者等減免）

減免の対象と なる 障がいの区分や等級、 家族が運転する 場合は使用

目的など、 各種要件があり ま すので、 必ずお問い合わせく ださ い。

毎年申請が必要です!

受付は４ 月３ 日～

５ 月2 3 日まで

障がい者一人につき １ 台を 申請で

き ます。 普通自動車の減免を 受け

ている場合は申請でき ません。

対象者：  身体障害者手帳、 戦傷病者手帳、 療育手帳、 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けており 、 一定の要

件を満たし ている 方

★車体の構造や装置が、 障がい者利用のために特殊な仕様と なっている 軽自動車（ 車検証に「 身体障害者輸送

車」「 車いす移動車」 など の記載がある も の等） も 減免の対象になり ま す。（ 構造減免）

★公益のために直接専用する 軽自動車（ 必要と 認める も の） も 減免の対象になり ま す。（ 公益減免）

お問い合わせ　 那賀町役場 税務保険課　 TEL 0884–62–1182
お問い合わせ： 那賀町役場 住民課（ TEL 0 88 4 –6 2 –1 1 9 4 ）

申請書の受付期間 ：  令和７ 年４ 月３ 日（ 木） ～ 令和７ 年５ 月2 3 日（ 金）　

提 　 　 出 　 　 先 ：  那賀町役場 税務保険課及び役場各支所へ提出し てく ださ い。

※従来の軽自動車税は、令和元年1 0 月１ 日より ､「 軽自動車税（ 種別割）」 に名称変更さ れまし た。

※詳し く は、 令和７ 年３ 月号（ 8 ページ） に掲載し ており ますので、 そちら を ご確認く ださ い。

那賀町
ホームページ

に掲載中

こ く ねん情報です 那賀町役場住民課国民年金担当　 TEL 0 8 8 4 -62 -1 1 9 4
徳島南年金事務所国民年金課　 　 TEL 0 8 8 -6 52 -3 1 1 4

ねんり んたろ う く ん

国民年金保険料免除等の申請について

　 保険料が納め忘れの状態で、 万一、 障害や死亡と いっ た不測の事態が発生すると 、 障害

基礎年金や遺族基礎年金を受けら れない場合があり ます。 所得が少ない、 失業、 事業の廃

止（ 廃業） などの理由で保険料を納付するこ と が困難な場合には、 保険料の納付が免除・

猶予と なる「 保険料免除制度」 や「 納付猶予制度（ 50 歳未満）」 があり ますので、 住民登

録をし ている市区役所・ 町村役場の国民年金担当窓口でお早めに手続き をお願いし ます。

産前産後期間の国民年金保険料が免除になり ます

　 出産予定日または出産日が属する月の前月から ４ か月間の国民年金保険料が免除になり ます。

　 出産予定日の６ か月前から 手続き ができ ますので、 お住まいの市区役所・ 町村役場の国民年金担当窓口でお早めに手続き を

お願いし ます。

会社を 退職し たと き は年金の切り 替え手続き が必要です

　 20 歳以上60 歳未満の方が会社を退職さ れ、 農業者、 自営業者、 学生、 フ リ ータ ー、 無職等になっ た場合には、 国民年金第

１ 号被保険者（ 又は第３ 号被保険者） への切り 替え手続き が必要です。 お住まいの市区役所・ 町村役場の国民年金担当窓口で

お早めに手続き をお願いし ます。

マイ ナポータ ルを 利用し た国民年金の加入手続き ・ 保険料免除申請等の電子申請について

　 マイ ナポータ ルを 利用し た国民年金第１ 号被保険者の資格取得・ 種別変更、 国民年金免除・ 納付猶予、 学生納付特例及び産

前産後免除の電子申請ができ ます。 詳細は、 日本年金機構のHPをご覧く ださ い。

http ://w w w .nenk in .g o . j p /to kusetsu/d ensh i_ ko kunen .h tm l
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●申請に必要なも の

●申請先

１ ） 改葬許可申請書
墓地管理者欄に現在使用し ている墓地の管理者の証明をも ら っ てく ださ い。
※現在ある墓地の番地が分から ない場合は、 役場にお問い合わせく ださ い。

２ ） 改葬受入証明書
改葬先の墓地又は納骨堂の管理者から 遺骨の受入を 承諾する旨の証明書が必要です。（ 使用
許可書や契約書等のコ ピー等）

３ ） 返信用封筒
 （ 宛先記入・ 切手貼付）

封筒のサイ ズや速達料金に応じ た郵便切手を貼っ てく ださ い。

窓口の場合 那賀町役場 住民課 または 各支所窓口

郵送の場合
郵送で申請する場合は那賀町役場住民課へお送り く ださ い。
〒77 1-5 29 5 　 徳島県那賀郡那賀町和食郷字南川1 04番地1

　 墓地や納骨堂に納骨さ れている遺骨を 、 別の墓地や納骨堂に移すこ と を 「 改葬」 と いいます。 改葬する には、　 墓地や納骨堂に納骨さ れている遺骨を 、 別の墓地や納骨堂に移すこ と を 「 改葬」 と いいます。 改葬する には、

現在遺骨を 納めている墓地や納骨堂のある市町村に改装許可申請を 行い、 改葬許可証の交付を 受ける必要があり現在遺骨を 納めている墓地や納骨堂のある市町村に改装許可申請を 行い、 改葬許可証の交付を 受ける必要があり

ます。 改葬許可証は、 改葬先の墓地又は納骨堂の管理者に提出し てく ださ い。ます。 改葬許可証は、 改葬先の墓地又は納骨堂の管理者に提出し てく ださ い。

　 改葬許可申請書は那賀町役場住民課または各支所窓口でも 配布し ており ます。　 改葬許可申請書は那賀町役場住民課または各支所窓口でも 配布し ており ます。

　 また、 那賀町のホームページから ダウンロード でき ます。 下記の二次元コ ード から アク セス可能です。　 また、 那賀町のホームページから ダウンロード でき ます。 下記の二次元コ ード から アク セス可能です。

　 許可証の発行には１ 週間程かかり ますので、ご了承く ださ い。　 許可証の発行には１ 週間程かかり ますので、ご了承く ださ い。

改葬の手続き について改葬の手続き について

戸籍の振り 仮名通知のお知ら せ戸籍の振り 仮名通知のお知ら せ

本籍地市町村から 、 住民票の情報を 参考にし て作ら れた「 戸籍に記載さ れる振り 仮名

の通知書」 が、 原則と し て戸籍の筆頭者宛てに郵送さ れます。

（ 那賀町が本籍地の方は、 令和７ 年８ 月頃発送を予定し ています。）

届き まし たら 必ず内容をご確認く ださ い。 も し 、 認識と 違う 振り 仮名が記載さ れていた場合は、 必ず

届出を行っ てく ださ い。 正し い場合は届出は不要です。

届出をし ない場合、 令和８ 年（ 2 0 26 年） ５ 月26 日（ 改正法の施行の日から １ 年） 以降に、 こ の通知

に記載さ れた振り 仮名がそのまま記載さ れます。

お問合せ先： 那賀町役場 住民課　 TEL 08 84-62-11 94（ 直通）

※筆頭者と は…戸籍の最初に記載さ れている人です。戸籍は夫婦と 未婚の子を単位と し て編製し ます。

・ 婚姻届をだし た際に、夫の氏（ 姓） を選んだら 夫が筆頭者、妻の氏（ 姓） を選んだら 妻が筆頭者です。

・ 結婚し ていない人は、 父又は母が筆頭者です。

・ 養子縁組届・ 分籍届等の戸籍の届をし た場合は、 別の人が筆頭者と なっ ているこ と があり ます。

http://www.nenkin.go.jp/tokusetsu/denshi_kokunen.html
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から のお知ら せ険

令和７ 年度 令和７ 年度 後期高齢者健康診査のお知ら せ後期高齢者健康診査のお知ら せ

対象者

　 後期高齢者医療制度に加入さ れている方を 対象に、 糖尿病などの生活習慣病の早期発見や重症化の予防

のため、 健康診査を実施し ます。「 健康診査受診券」 が届いた方は、 必ず受診し まし ょ う 。

●特別弔慰金の趣旨

　 戦没者等の遺族に対する 特別弔慰金は、 戦没者等の遺族に対する 特別弔慰金支給法に基づき

支給さ れる も のです。

　 特別弔慰金は、 先の大戦で公務等のため国に殉じ たも と の軍人、 軍属及び準軍属の方々に思

いを いたし 、 その遺族に対し て戦後20周年、 30周年、 40周年、 50周年、 60周年、 70周年、 80周

年と いう 節目の機会を と ら え、 国と し て改めて弔慰の意を 表すため、 一定の日において恩給法

によ る 公務扶助料・ 特例扶助料、 戦傷病者戦没者遺族等援護法によ る 遺族年金・ 遺族給与金等

の受給権を 有する 遺族がおら れない場合に、 先順位の遺族１ 名に対し て特別弔慰金を 受ける 権

利の裁定がなさ れま す。（ その方と 同順位の方がおら れる 場合は、 その裁定を も っ て全員に対し

てし たも のと みなさ れま す。）

●支給対象と なる 方

　 令和７ 年４ 月１ 日（ 基準日） において、 ご 遺族の中に「 恩給法によ る 公務扶助料」 や「 戦傷

病者戦没者遺族等援護法によ る 遺族年金」 等を 受ける 方がいない場合に、 次の順番によ る 先順

位のご遺族お一人

●支給内容　 額面27万５ 千円、 ５ 年償還（ 年５ 万５ 千円） の記名国債

　
●請求期間　 令和７ 年４ 月１ 日～令和10年３ 月31日ま で

　 　 　 　 　 　  （ 請求期間内に請求を行わないと 、 時効によ り 特別弔慰金を受ける 権利が消滅し ま

すので、 ご注意下さ い。）

　
●請求窓口　 那賀町役場保健医療福祉課又は各支所窓口（ 請求者の居住地の市町村）

　
●請求時に必要なも の　 本人確認書類（ 顔写真入り １ 点ま たは顔写真無し ２ 点）、 印鑑

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊ 請求者が窓口に来る こ と が困難で代理の方が手続さ れる 場合は、 委

任状と 、 請求者と 代理人の本人確認書類が必要です。

※長期入院、 施設入所等の方及び令和７ 年1 0 月以降に後期高齢者医療制度に加入の方は、 対象外です。

１ ． 申込みをし なく ても 受診券が届く 方

　 ①令和６ 年1 0 月１ 日から 令和７ 年９ 月3 0 日までの新規加入者（ 7 5 歳になっ た方など）

　 　 ※令和７ 年1 0 月１ 日以降に後期高齢者医療制度に加入予定の方は、 加入前の健康保険の特定健診を受診し て

く ださ い。 市町村国保の場合は、 受診券の有効期限を確認し て、 期限内に受診し てく ださ い。

　 ②昭和2 1 年４ 月生まれの方から 昭和2 4 年９ 月生まれの方

　 ③令和６ 年度に後期高齢者健康診査受診券で健診を受診さ れた方

　 　 ※広域連合が受診を確認できた方に限り ます。

　 ④生活習慣病と 診断さ れていない方

　 　 ※生活習慣病と は、 生活習慣が発症原因に深く 関わっ ていると 考えら れる病気で、 糖尿病、

　 　 　 高血圧性疾患、 脂質異常症、 虚血性心疾患、 その他心疾患、 く も 膜下出血、 脳内出血、

　 　 　 脳梗塞、 脳動脈硬化、 その他脳血管疾患、 動脈硬化等があり ます。

２ ． 申込みにより 受診券が届く 方

　 上記１ 以外の方で、 受診を希望する方

　【 申込期間】 ６ 月中旬から 1 2 月５ 日まで

　【 申 込 先】　那賀町保健セン タ ー、 那賀町役場 税務保険課窓口に備付けの健康診査申込書でお申し 込みく だ

さ い。

受診券送付時期： ７ 月上旬から 1 2 月1 2 日まで（ 加入時期や申込時期に応じ て送付）　

受診費用： 無料

受診期間：「 健康診査受診券」 を受け取ら れたと き から 令和７ 年1 2 月末まで

健診項目： 身体計測、 血圧測定、 血液検査（ 貧血検査含む）、 尿検査、 心電図検査、 眼底検査

　 　 　 　 　 ※市町村国保の特定健診と 同じ 項目です。

　 　 　 　 　 ※眼底検査は、 医師の判断により 検査が必要な方のみ実施し ます。

　 　 　 　 　 ※がん検診は、 お住まいの市町村へお問い合わせく ださ い。

予　 　 約： 受診する医療機関に事前予約が必要

持参するも の： 健康診査受診券・ 後期高齢者の質問票（ 受診券に同封し ています）・ 被保険者証等

後期高齢者医療制度健康診査に関するお問い合わせ先

徳島県後期高齢者医療広域連合事務局事業課

徳島市川内町平石若松7 8 番地１（ 0 8 8 ‒6 7 7 ‒3 6 6 6 ）

那賀町役場　 税務保険課（ 0 8 8 4 ‒6 2 ‒1 1 8 2 ）

那賀町　 保健センタ ー（ 0 8 8 4 ‒6 2 ‒3 8 9 2 ）

那賀町
ホームページ

に掲載中

戦没者等のご遺族の皆さ ま へ

「 戦没者等の遺族に対する 特別弔慰金」「 戦没者等の遺族に対する 特別弔慰金」
（ 第十二回特別弔慰金）（ 第十二回特別弔慰金）のご案内のご案内

戦没者等の死亡当時のご遺族で

　 １ 　 令和７ 年４ 月１ 日ま でに戦傷病者戦没者遺族等援護法によ る 弔慰金の受給権を取得し た方

　 ２ 　 戦没者等の子

　 ３ 　 戦没者等の父母

　 ４ 　 戦没者の孫

　 ５ 　 戦没者の祖父母

　 ６ 　 戦没者の兄弟姉妹

　 ７ 　 上記１ から ６ 以外の戦没者等の三親等内の親族（ 甥、 姪等）

　 　 　 ※戦没者等の死亡時ま で引き 続き １ 年以上の生計関係を有し ていた方に限り ま す。

※戦没者等の死亡当時、 生計関係を 有し ている こ と 等の要件を 満たし て

いる かどう かによ り 、 順番が入れ替わり ま す。

※詳し く は、 那賀町役場保健医療福祉課（ T EL 0884-62-1141） ま でお問い合わせ下さ い。

那賀町
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令和７ 年度 徳島県農村健康管理センタ ー令和７ 年度 徳島県農村健康管理センタ ー
日帰り 人間ド ッ ク のご案内日帰り 人間ド ッ ク のご案内

那賀町産後ケア事業那賀町産後ケア事業
那賀町では、 産後のお母さ んと 赤ちゃんと の新し い生活を安心し て過ごせるよう にサポート し ます！

出産後、 授乳が上手く いかない、 お産と 育児の疲れから 体調が良く ない、 赤ちゃ んのお世話の仕方や生活リ ズム

が分から ない等の色々な悩みや不安を一人で抱えずに、 まずはご相談く ださ い。
那賀町では、集団健診以外にも 生活習慣病の予防、がんの早期発見・ 早期治療のため人間ド ッ ク を実施し ています。

町の助成があり ますので、 こ の機会に受診さ れますよう ご案内いたし ます！

その他、ご不明な点等あり まし たら 那賀町保健センタ ーまでお問い合わせく ださ い。

那賀町に住所のある出産後1 年未満のお母さ んと 赤ちゃん

育児の疲れや不安などいつでも ご相談く ださ い

サービスは３ つの種類があり ます。 お母さ んのご希望や困り ごと をお伺いし て、 必要なケアを行います。

お母さ んのケア（ 体や心のケア、 乳房ケア、 骨盤ケア）、 赤ちゃ んのケア、 育児の具体的な相談及び指導など。

１ ． 訪問（ アウト リ ーチ） 型…助産師が自宅に訪問し て、 ケアを実施し ます

２ ． 通所（ デイ サービス） 型…病院に通い、 日帰り でケアを受けます

３ ． 宿泊（ ショ ート ステイ ） 型…病院に宿泊し て、 ケアを受けます。 ※原則出産し た病院での宿泊と なり ます。

原則、 予約制ですので那賀町保健センタ ー（ TEL： 0 8 84 –6 2 –3 8 9 2 ） にご連絡く ださ い。

お問い合わせ先： 那賀町役場 那賀町保健センタ ー（ 〒7 7 1 -5 4 1 0 那賀町大久保字大西3 番地2 ）

TEL： 0 8 8 4 -6 2 -3 8 9 2 　 FAX： 0 8 8 4 ー6 2 ー3 8 9 3

お問い合わせ先： 那賀町保健センタ ー 健康増進担当（ 〒7 7 1 -5 4 1 0 那賀町大久保字大西３ 番地２ ）

TEL： 0 8 8 4 –6 2 –3 8 9 2 　 FAX： 0 8 8 4 –6 2 –3 8 9 3

利用でき る方

事業の内容

利用方法

産後ケア施設一覧

施設名 訪問型 通所型 宿泊型 所在地

仁助産院 ○ 阿南市那賀川町日向1 5 − 1 8

阿南医療センタ ー　 産婦人科 ○ 阿南市宝田町川原6 − 1

徳島赤十字病院　 産婦人科 ○ 小松島市小松島町字井利ノ 口1 0 3

徳島大学病院　 産婦人科 ○ 徳島市蔵本町2 丁目5 0 − 1

徳島県立中央病院　 産婦人科 ○ 徳島市蔵本町1 丁目1 0 − 3

蕙愛レディ ースク リ ニッ ク ○ ○ 徳島市佐古三番町4 − 6

祖川産婦人科ク リ ニッ ク ○ 徳島市北田宮3 − 5 − 6 5

遠藤産婦人科 ○ 名西郡石井町石井字石井5 1 3 − 1

中山産婦人科・ 小児科 ○ 板野郡藍住町東中富字長江傍示5 − 6

つるぎ町立半田病院　 産婦人科 ○ ○ 美馬郡つるぎ町半田字中薮2 3 4 − 1

徳島県立三好病院　 産婦人科 ○ 三好市池田町シマ8 1 5 − 2

徳島県鳴門病院　 産婦人科 ○ 鳴門市撫養町黒崎字小谷3 2
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対象者
4 0 歳以上で、

①国民健康保険の被保険者、 ② 社会保険の被扶養者、 ③ 後期高齢者医療の被保険者

検査項目

特定健診 身体測定・ 血圧測定・ 尿検査・ 血液検査・ 心電図

がん検診 胸部X線検査・ 胃部X線検査・ 大腸がん検診

脳動脈硬化等の検査 眼底検査

腹部臓器の検査 腹部超音波検査

相談・ 指導 保健師により 実施

診察・ 総合判定 医師により 実施

自己負担額
2 1 ,1 2 0 円（ 総費用： 3 9 ,2 2 0 円）

※特定健診は国保で昨年度受診さ れた方、 後期高齢者の方は無料。

その他の
検査

その他、 町の助成により 下記の自己負担で同時に検診が受けら れます！

胃内視鏡検査（ 4 ,1 0 0 円） 5 0 歳以上の方。 ２ 年に１ 回の受診。

子宮頸がん検診（ 1 ,2 0 0 円） 2 0 歳以上の女性。 ２ 年に１ 回の受診。

乳がん検診（ 1 ,5 0 0 円） 4 0 歳以上の女性。 ２ 年に１ 回の受診。

前立腺がん検診（ 6 0 0 円） 5 0 歳以上の男性。

骨粗し ょ う 症検診（ 8 0 0 円） 今年度4 0 ・ 4 5 ・ 5 0 ・ 5 5 ・ 6 0 ・ 6 5 ・ 7 0 歳の女性。

肝炎ウイ ルス検査（ 7 0 0 円） 4 0歳以上で今まで肝炎ウイ ルス検査を受けたこ と がない方。

実施日
令和７ 年６ 月1 1 日（ 水）、 ８ 月４ 日（ 月）、 ８ 月2 7 日（ 水）

※詳細は農村健康管理センタ ーへお問い合わせく ださ い。

受診会場
〒7 7 1 -1 7 0 1 　 阿波市阿波町平川原北5 9 -１ 　 徳島県農村健康管理センタ ー

（ 無料送迎バスあり ： 詳細は農村健康管理センタ ーへお問い合わせく ださ い。）

申込方法 徳島県農村健康管理センタ ーへ電話で申し 込む。（ TEL： 0 8 8 3 -3 6 -6 6 1 1 ）

健診は年に1 回、 定期的、 継続的に受けまし ょ う ！
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今 年 度 よ り 、 生

まれ育っ た那賀町で

職員と し て働く こ と

ができ る こ と 、 大変

嬉し く 思いま す。 町民の皆様に寄り

添い、 地域に貢献し 、 元気を 与え ら

れる よ う 、 日々努めて 参り ま すので

どう ぞよろ し く お願い致し ます。

今年度よ り 、 生

ま れ育っ た 那賀町

で 職員と し て 働け

るこ と を大変嬉し く 思います。

至ら ない点も 多々あると 思います

が、 地域の皆様に 寄り 添え る よ う

日々精進し てまいり ます。

どう ぞよろ し く お願いいたし ます。

今年度よ り 那賀

町職員と し て 働け

る こ と を 大変嬉し

く 思います。

町民の皆様が安心安全に暮ら せる

よう 、 精一杯努めて参り ます。

どう ぞよろ し く お願いいたし ます。

4 月から 那賀町の

看 護 師 と し て 採 用

いただき まし た。 兵

庫県から 一家で 移住し 、 新し い生活

がス タ ート し ま す。 町民の方々に寄

り 添っ た看護の提供、 ま た町が直面

し て いる 医療問題を 把握し 、 改善に

向けて 尽力し て いき ま す。 ど う ぞよ

ろ し く お願いいたし ます。

令和７ 年４ 月１ 日採用令和７ 年４ 月１ 日採用

那賀町那賀町

新規職員紹介新規職員紹介

船下　 　 司

樫谷　 春菜

齋藤　 茉白

阪本　 有紀

今年度よ り 、 那

賀町職員と し て 働

け る こ と を 大変う

れし く 思います。 至ら ない点も 多く

ある かと は思いますが、 町民の皆様

一人一人に寄り 添い、 少し でも 多く

貢献でき る よ う 日々精進し て参り ま

すので、 よろ し く お願いし ます。

今年度よ り 、 那

賀町のリ ハビ リ 職

員と し て 働け る こ

と を大変嬉し く 思います。

作業療法士と し て那賀町の医療、

健康促進に貢献でき る よ う 頑張っ て

参り ます。

どう ぞこ れから よろ し く お願いい

たし ます。

宮脇　 啓輔

森脇　 　 鷹

相生地区を 中心に地域振興及び観光PRに関する 活動を 行う ため、 相生支所に

配属さ れた中 伸吾です。 主に、 も みじ 川温泉やあいあいラ ン ド 内施設のカフ ェ

ス ペース を活用し 、町内の方々や観光客の憩いの場を提供し たいと 考えていま す。

ま た、 私は個人事業と し て珈琲屋中-ATARI-と し てコ ーヒ ー豆を 焙煎し 、 オ

ンラ イ ンショ ッ プでの販売、 ま た那賀町での委託販売を し ていま す。 今後は四季

折々の町内のイ ベント 、 祭り 、 地域の行事にも 出店を検討し ていま す。

至ら ぬこ と がある と 思いま すが、ご指導ご鞭撻のほどよ ろし く お願い致し ま す。

こ のたび地域おこ し 協力隊と し て着任いたし ま し た 、 瀧 加代と 申し ま す。 鷲

敷町出身です。 大阪を 拠点にWEB販売事業に長年携わり 、 独立後はコ ン サルタ

ント 業や法人経営の経験を重ねてま いり ま し た。

久し ぶり に訪れた那賀町には、 こ れま で気づかなかっ た魅力があり 、 新たな可

能性と 面白さ を 感じ ま し た。 生ま れ育っ た那賀町の自然や文化に触れ直し なが

ら 、 こ れま での経験を 活かし 、 地域の特産物を 用いた商品企画や販売を 通じ て、

その魅力を 広めていければと 考えていま す。 新し い経験、 そし て久し ぶり に過ご

す那賀町での暮ら し を楽し みにし ていま す。

地域の皆さ ま のお力を 借り ながら 、 ご 縁と 学びを 大切に積み重ねていけたら と 思っ ていま す。 ど う

ぞよ ろし く お願いいたし ま す。

相生地区担当　 中　 伸吾

鷲敷地区担当　 瀧　 加代

令和７ 年度より 、 花田健太先生の後任と し令和７ 年度より 、 花田健太先生の後任と し

て那賀町立上那賀病院の院長を 拝命し まし たて那賀町立上那賀病院の院長を 拝命し まし た

岩永将輝と 申し ます。 今年度は新任の２ 人の岩永将輝と 申し ます。 今年度は新任の２ 人の

先生方を 迎え、 外科内科と も に充実し た医療先生方を 迎え、 外科内科と も に充実し た医療

を 住民の皆様に提供し ていける よう 誠心誠意を 住民の皆様に提供し ていける よう 誠心誠意

努めてまいり ます。 地域の病院は、 皆様のお努めてまいり ます。 地域の病院は、 皆様のお

声に柔軟に対応し ていける と こ ろ が強みだと声に柔軟に対応し ていける と こ ろ が強みだと

思っ ており ますので、 ご要望やお気づき の点思っ ており ますので、 ご要望やお気づき の点

があれば遠慮なく お声がけく ださ い。 こ れかがあれば遠慮なく お声がけく ださ い。 こ れか

ら どう ぞよろ し く お願いいたし ます。ら どう ぞよろ し く お願いいたし ます。

４ 月から 上那賀病院で 勤務さ４ 月から 上那賀病院で 勤務さ

せて いた だき ま す山本真弘と 申せて いた だき ま す山本真弘と 申

し ます。し ます。

昨年度１ 年間の県立中央病院で昨年度１ 年間の県立中央病院で

の勤務を 経て、 赴任と な り ま しの勤務を 経て、 赴任と な り ま し

た。 町内の他の医療機関と 連携をた。 町内の他の医療機関と 連携を

と り ながら 、 那賀町の皆様の健康と り ながら 、 那賀町の皆様の健康

作り に貢献出来る よ う 励みます。作り に貢献出来る よ う 励みます。

どう ぞよろ し く お願いし ます。どう ぞよろ し く お願いし ます。

丹生丹生のの谷谷のの町医者町医者からから

今年度よ り 那賀

町の職員と し て お

世話に な る こ と と

なり まし た。 私は他の新人職員よ り

恐ら く 少し 年齢が高いのかなと 思う

のですが、 未熟な点は多いと 思いま

す。 職員の皆さ ん、 町内の皆さ ん、

どう ぞご指導ご鞭撻の程よ ろ し く お

願いし ます。 那賀町に関わる すべて

の人達と 共に、 よ り 良い那賀町を 目

指せればと 思います。

どう ぞよろ し く お願いいたし ます。

髙木　 裕熙

４ 月１ 日より ７ 人の新規職員が那賀町役

場に仲間入り し まし た。 ご指導・ ご鞭撻

のほどよろ し く お願いいたし ます。

岩永 将輝岩永 将輝 山本 真弘山本 真弘

那賀町が実施し ている事業について、 今回の入札では以下の請負業者に決まり まし た。

詳細については役場本庁舎にて閲覧するこ と ができます。

〔 お問い合わせ先〕 会計課・ 検査室　 TEL 0 88 4 –6 2 –1 1 2 0

町 内 業 者 請 負 状 況 （ 建設工事）

契約日 工　 　 事　 　 名 工事場所 請負金額 請負業者名

R7 .4 .7 令和６ 年度 町単独町道マエダ線排水路改良工事 木頭出原 5 ,2 25 ,0 0 0 （ 株）小野組

４ 月よ り 上那賀病院でお世話に４ 月よ り 上那賀病院でお世話に

なり ます、 三好由佳と 申し ます。なり ます、 三好由佳と 申し ます。

昨年度までは、 香川県内の医療機昨年度までは、 香川県内の医療機

関で内科医と し て勤務し ていまし関で内科医と し て勤務し ていまし

た。 那賀町の皆様のお役に立てるた。 那賀町の皆様のお役に立てる

よ う 、 精一杯努めます。 どう ぞよよ う 、 精一杯努めます。 どう ぞよ

ろ し く お願いし ます。ろ し く お願いし ます。

三好 由佳三好 由佳
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　 那賀町では、農業用機械等の更新や農業用施設の修繕の際に発生する多大な費用負担による離農や、そ　 那賀町では、農業用機械等の更新や農業用施設の修繕の際に発生する多大な費用負担による離農や、そ

れに伴う 耕作放棄地増加を 抑制すると と も に、持続可能な農業経営と 地域農業の振興を 目的と し て支援れに伴う 耕作放棄地増加を 抑制すると と も に、持続可能な農業経営と 地域農業の振興を 目的と し て支援

を行います。を行います。

【 受付期間】令和７ 年５ 月７ 日（ 水）～令和７ 年５ 月3 0 日（ 金）【 受付期間】令和７ 年５ 月７ 日（ 水）～令和７ 年５ 月3 0 日（ 金）
※申請額が予算の範囲を超えた場合は、 選考と なり ます。

※購入・ 修繕前に農業振興課にお問い合わせ下さ い※購入・ 修繕前に農業振興課にお問い合わせ下さ い

那賀町地域を 守る農業者支援事業那賀町地域を 守る農業者支援事業

補助対象者 ①認定新規就農者・ ②認定農業者・ ③農業者（ ※前年の農業者収入が5 0万円以上）

補助対象

A　 営農を 続けるのに必要不可欠な農業用の機械・ 器具の購入（ 中古も 可）

　 　（ １ 台あたり の本体価格が消費税抜1 0 万円以上であるも の）　

B　 営農を 続けるのに必要不可欠な農業用施設の修繕

　 　（ １ 箇所あたり の事業費が税抜事業費1 0 万円以上であるも の）　

補助率

認定農業者・ 認定新規就農者

税抜事業費の５ /1 0 以内　 ※補助限度額2 0 万円　 千円未満切り 捨て

農業者： 税抜事業費の３ /1 0 以内　

※補助限度額1 2 万円　 千円未満切り 捨て

【 申請受付・ お問い合わせ】

那賀町役場　 農業振興課（ 相生庁舎内 那賀町延野字王子原31 -１ ） TEL： 0 8 84 –6 2 –3 7 7 6

令和７ 年度  公的医療機関の勤務体制
■上那賀病院　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 6 –0 2 1 1 　

■日野谷診療所　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 2 –0 0 7 3 　

■木頭診療所　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 8 –2 1 0 2 　

■木沢診療所　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 5 –2 4 0 9

■北川診療所　 　 　 　 ☎0 8 8 4 –6 9 –2 2 0 1

月 火 水 木 金 土 日

診察

午前
岩永

山本

松本

徳島大学整形

岩永

立石（ 1・ 2・ 4・ 5 ）

原田（ ３ ）

海部病院医師

山本

岩永

松本
− −

午後 岩永
立石

影治（ ２・ ４ ）
岩永

山本

海部病院医師

松本

日赤医師（ ３ ）
− −

検査 − 岩佐（ ２・ ４ ） 三好 松本 − −

月 火 水 木 金 土 日

診察

午前
三好

松本

立石

浜田

山本

浜田

石田

※

立石

三好※
− −

午後
三好

松本

石田

浜田

山本

浜田

石田

※

立石

三好※
− −

検査 石田 浜田 浜田 − −

月 火 水 木 金 土 日

診察

午前 岩佐 山本 岩佐 岩佐
日赤医師（ １ ～３ ）

戸田皮膚科（ ４ ）
− −

午後 岩佐 − 岩佐 − 日赤医師(１ ～３ ) − −

歯科
午前 徳大医師 − − − 徳大医師 − −

午後 徳大医師 − − − 徳大医師 − −

月 火 水 木 金 土 日

診察

午前 ※亀井病院 − − − − − −

午後 ※亀井病院
岩佐（ １・ ３・ ５ ）

鎌村（ ２・ ４ ）
浦岡 松本 − − −

月 火 水 木 金 土 日

診察
午前 − − − − − − −

午後 − 山本 − 岩佐 − − −

＊受付時間： 午前８ 時3 0 分～午前1 1 時3 0 分 午後２ 時～午後４ 時3 0 分　 一部予約制を 行っ ている ため、 診療の順番が前後する 場合があり ます。

　 毎週木曜日海部病院医師によ る 外来です。 第2 ・ 第4 火曜日午後は影治医師（ 海部病院） によ る 脳神経外科外来です。

　 第３ 水曜日午前は原田医師の皮膚科外来です。 第３ 金曜日午後は徳島赤十字病院医師によ る 循環器外来です。

　 毎週火曜日午前は徳島大学医師によ る 整形外科外来です。

　 各支援医師等の診療日については事前にお問い合わせく ださ い。

＊休 診 日： 土曜日、 日曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午前８ 時3 0 分～午前1 1 時3 0 分 午後２ 時～午後４ 時3 0 分　 一部予約制を 行っ ている ため、 診療の順番が前後する 場合があり ます。

医師の診察日、 予約等については事前にお問い合わせく ださ い。 当日予約枠が満杯の場合、 医師の指名ができ ませんのでご了承く ださ い。

　 　 　 　 　 　 ※木・ 金曜日は不定期で亀井病院の岩田医師（ 外科） の診察と なる 日があり ます。

＊休 診 日： 土曜日、 日曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午前８ 時3 0 分～午前1 1 時3 0 分 午後２ 時～午後４ 時3 0 分　

　 金曜日（ 第１ 週～第３ 週） の診療は、 徳島赤十字病院から の支援医師によ る 診療、

　 金曜日（ 第４ 週） 診療は戸田皮膚科医院の支援医師によ る 診療です（ 午前中のみ）。 診療日については事前にご確認く ださ い。

＊休診日： 土曜日、 日曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午後１ 時～午後４ 時3 0 分　

　 　 　 　 　 　 ※第２ 月曜日　 亀井病院　 折野医師（ 内科） の診療があり ます。 診察日については事前にご確認く ださ い

＊休 診 日： 月曜日、　 火～木曜日の午前、 金曜日、 土曜日、 祝祭日

＊受付時間： 午後２ 時～午後３ 時

＊休診日： 月曜日、 火曜日の午前、 水曜日、 木曜日の午前、 金曜日、 土曜日、 日曜日、 祝祭日

那賀町地域特産品開発那賀町地域特産品開発

チャ レ ンジ事業等補助金についてチャ レ ンジ事業等補助金について

那賀町では、 地場産業の振興を図るために地域資源等を生かし た地域特産品を開発する者および

新規事業創出の取り 組みを行う 者に対し 補助金を交付し ます。

申込・ 問い合わせ先： 那賀町役場 みら いデジタ ル課（ TEL 0 8 8 4 -6 2-1 1 8 4 ）

・ 町内に事業所を 有する 法人等・ 町内に事業所を 有する 法人等

・ 那賀町暴力団排除条例に定める 暴力団に関係し・ 那賀町暴力団排除条例に定める 暴力団に関係し

ていないこ とていないこ と

・ 町税等を 滞納し ていないこ と・ 町税等を 滞納し ていないこ と

・ 地域特産品を 新たに開発又は改良し 、 商品化す・ 地域特産品を 新たに開発又は改良し 、 商品化す

る 事業る 事業

・ 地域特産品の宣伝普及事業・ 地域特産品の宣伝普及事業

・ 新規事業分野への進出事業・ 新規事業分野への進出事業

　　（ ただし 、 他の補助金の交付を受ける事業は除く ）（ ただし 、 他の補助金の交付を受ける事業は除く ）

１ ． 補助金対象者 ２ ． 補助金対象事業

・ 予算の範囲内おいて補助対象経費の２ 分の１・ 予算の範囲内おいて補助対象経費の２ 分の１

以内と し 、 限度額は2 00 万円。以内と し 、 限度額は2 00 万円。

・ 地域特産品開発又は改良に要する 経費・ 地域特産品開発又は改良に要する 経費

・ 販売促進係る 広告宣伝に要する 経費・ 販売促進係る 広告宣伝に要する 経費

・ 新規事業の創出に要する 経費・ 新規事業の創出に要する 経費

　（ ただし 、 人件費及び光熱水費は除く ）　（ ただし 、 人件費及び光熱水費は除く ）

３ ． 補助金額 ４ ． 補助金対象経費
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那賀町では、 農作物をイ ノ シシやシカ 等による被害から 守るため、那賀町では、 農作物をイ ノ シシやシカ 等による被害から 守るため、

防護柵等の設置について助成を行っ ています。防護柵等の設置について助成を行っ ています。

「 地方創生臨時交付金」 を 活用し て、 ご家庭におけるエネルギー費用負担軽減等を 目的に、

ご家庭でご使用の家電製品を 省エネ性能の高いも のに買い換える費用の一部を負担し ます。

【 お申込先】 那賀町役場 にぎわい推進課または各支所窓口（ TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 9 8 ）

エアコ ン、 電気冷蔵庫、 LED 照明器具で、 要件を 満たすも の。補助対象製品

・ 補助対象期間内に補助対象製品（ 新品） を購入し 、 設置が完了し たも の

・ 町内事業者で自ら 購入し 、 町内の住宅に設置するも の

・ 申請時点で町内に住民票を 有する者で町税等の滞納がない者

補助要件

１   那賀町に住民登録を有し ている者。１   那賀町に住民登録を有し ている者。

２   那賀町内において農作物を生産し ており 、 かつ農地であるこ と 。２   那賀町内において農作物を生産し ており 、 かつ農地であるこ と 。

３   補助対象施設は、 電気、 ネッ ト 、 ワイ ヤーメ ッ シュ 柵等であるこ と 。３   補助対象施設は、 電気、 ネッ ト 、 ワイ ヤーメ ッ シュ 柵等であるこ と 。

４    補助対象と なる施設について、 一世帯につき 毎年度一回のみ補助対象と する。４    補助対象と なる施設について、 一世帯につき 毎年度一回のみ補助対象と する。

５   資材費のみ補助対象と する（ 工事費は対象外）５   資材費のみ補助対象と する（ 工事費は対象外）

防護柵の設置に係る資材費の３ 割を補助する（ 上限５ 万円）防護柵の設置に係る資材費の３ 割を補助する（ 上限５ 万円）

・ 申請時提出書類・ 申請時提出書類

（ １ ）交付申請書（ ２ ）事業計画書（ ３ ）見積書（ ４ ）事業実施箇所設置前写真（ １ ）交付申請書（ ２ ）事業計画書（ ３ ）見積書（ ４ ）事業実施箇所設置前写真

（ １ ）、（ ２ ）、（ ３ ）、（ ４ ） については柵等の購入及び設置する前に提出が必要と な（ １ ）、（ ２ ）、（ ３ ）、（ ４ ） については柵等の購入及び設置する前に提出が必要と な

り ます。（ 申請前に柵等の購入及び設置済の場合は対象外と なり ますのでご注意くり ます。（ 申請前に柵等の購入及び設置済の場合は対象外と なり ますのでご注意く

ださ い）ださ い）

・ 実績時提出書類・ 実績時提出書類

（ ４ ）実績報告書（ ５ ）事業成績書（ ６ ）領収書の写し （ ７ ）事業実施箇所設置後写真（ ４ ）実績報告書（ ５ ）事業成績書（ ６ ）領収書の写し （ ７ ）事業実施箇所設置後写真

（ ４ ）、（ ５ ）、（ ６ ）、（ ７ ） については購入及び設置後に提出が必要と なり ます。（ ４ ）、（ ５ ）、（ ６ ）、（ ７ ） については購入及び設置後に提出が必要と なり ます。

（ １ ）交付申請書、（ ２ ）事業計画書、（ ４ ）実績報告書、（ ５ ）事業成績書については（ １ ）交付申請書、（ ２ ）事業計画書、（ ４ ）実績報告書、（ ５ ）事業成績書については

農業振興課又は各支所にございますのでお問い合わせく ださ い。農業振興課又は各支所にございますのでお問い合わせく ださ い。

相生分庁舎　 農業振興課（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –3 7 7 6 ）相生分庁舎　 農業振興課（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –3 7 7 6 ）

鷲敷本庁舎　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –1 1 2 2 ）鷲敷本庁舎　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –1 1 2 2 ）

上那賀支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 6 –0 1 1 1 ）上那賀支所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 6 –0 1 1 1 ）

木 沢 支 所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 5 –2 1 1 1 ）木 沢 支 所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 5 –2 1 1 1 ）

木 頭 支 所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 8 –2 3 1 1 ）木 頭 支 所　 地域振興室（ TEL 0 8 8 4 –6 8 –2 3 1 1 ）

令和７ 年度令和７ 年度 那賀町鳥獣被害防護柵等那賀町鳥獣被害防護柵等
資材費補助金事業について資材費補助金事業について

補 助 対 象

補　 助　 率

提 出 書 類

問い合わせ先

便器内に異物を流さ ないよう お願いし ます!!町民の皆様へ

環境課から のお願いです

流し てはいけないも の

異物が流れ込むと 、 自宅ト イ レ 内や排水管、 集落排水施設までの排水管路内や道路内のマン ホールポン プ で停

滞・ 詰まり が発生し 、流れなく なり ます。また、集落排水施設や衛生セン タ ーの設備機器の故障の原因になり ます。

汲み取り 式便所の場合は固形化し 汲み取り ができ なく なる 場合も あり ます。

自宅の配管内や集落排水管内等で詰まり が発生し た場合や、 道路内マン ホールポン プ で異物が混入し 故障する

と 、 汚水がマン ホールから 漏れ出すと と も に、 接続さ れている 家庭のト イ レ や洗面所、 キッ チン 等から も 汚水の

逆流が起こ る 場合も あり ます。

復旧作業は現地で直ち に行わなければなら なく 、 マン ホールの位置によ っ ては車両の通行に支障を き たす場合

も あり ます。 また、 部品調達が困難で復旧に時間を 要する 可能性も あり ます。

下の写真はポン プの回転羽根に水に溶けないタ オルなど が絡まっ てポン プ が故障し、 現地で緊急に分解整備を

行っ たと き の写真です。

お問い合わせ： 那賀町役場 環境課（ TEL 0 8 8 4 –6 2 –1 1 9 2 ）

水に
溶けない

紙類

生理用品・ 紙おむつはも ちろん、 ティ ッ シュ ペー
パー、ペーパータ オル、ウェ ッ ト テ ィ ッ シ ュ は絶
対に流さ ないでく ださ い。

布類
雑巾、 タ オル、 ハンカ チ等が絡まっ ていたこ と が
あり ま す。 ト イ レ に落と し た場合は必ず拾い上
げ、そのまま流すこ と のないよう にし てく ださ い。

油類

天ぷら 油などの残油類は絶対に流さ ないでく ださ い。

大量の油は、 固ま っ てポン プ や配管を 詰ま ら せ
る原因になり ます。

その他
ペッ ト 用砂、 たばこ の吸い殻、 残飯類、 ボール
ペン 、 マ ス ク な ど 便器内に落ち た場合は拾う よ
う お願いし ます。

流せるク リ ーナー、 おし り ふき の中に

は、 溶けにく い種類も あり 、 使用量頻

度を ご 確認の上適正に使用し て く だ

さ い。

那賀町の集落排水は、 道路内のマンホールにポン プを 設置し て圧送する 「 マンホールポンプ」 を 多数設
置し ており ます。こ のマンホールポンプに異物が流入し てポンプが停止する事態が最近多発し ており ます。

那賀町
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小学校放課後ク ラ ブに在籍し ている ４ 年生以上８ 名以内

●対象●

徳島県社会福祉協議会事業

自然の中で

ゆっ たり

楽し い時間

放課後山と 畑ク ラ ブ放課後山と 畑ク ラ ブ参加者募集中

里山遊び最高！
階

段
作っ て、 お花を飾って、 日程  5月13日（ 火） 予備日27日

 時間 15時30分 -17時30分

   場所 和食郷八幡原162

●連絡先●
ま んなかの学校 担当： フ ジソ ノ （ 090-4753-0119）

省エネ家電の買換えをサポート し ます！省エネ家電の買換えをサポート し ます！

エアコ ン 電気冷蔵庫

省エネ基準達成率10 0％以上のも の

（ 目標年度2 027 年度）

補助額： 上限５ 万円 補助額： 上限５ 万円 補助額： 上限5 ,0 0 0円

LED 照明器具

省エネ基準達成率100 ％以上のも の

（ 目標年度20 21年度）

屋内に固定し て使用するLED 照明器具

（ 本体価格が５ 千円以上のも の）
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【 お問合せ】 那賀町役場 にぎわい推進課（ TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 9 8 ）

3 6広報なか3 7 広報なか

　 私は、 那賀町の自然豊かなと こ ろが大好き です。 その中でも 特に山にかこ ま れたと こ ろ

が気に入っていま す。 それら の木を使っ た林業のこ と を四年生の時に授業でおそわり ま し

た。 その時に木頭杉と いう そんざいを知り ま し た。 その木頭杉を使った「 木頭杉一本乗り 」 と いう 伝統の大会があ

り ま す。

　 実は、私が使っている 木製ス ピ ーカーは木頭杉で作ら れていま す。そのこ と を知って私はと ても おど ろき ま し た。

ほかにも 、 アイ フ ォ ンケース や、 ねこ 用のト イ レ に使われていま す。 調べてみて、 木頭杉がいろいろな場面で活や

く し ている こ と がわかり ま し た。

　 木材は鉄に比べて加工し やすいため、 物作り がし やすいと いう 利点があり ま す。 その中でも 木頭杉はと ても 高品

質な木材です。 なぜなら 、 木頭地区は年間の降水量が非常に多く 、 昼夜の温度差がはげし いため、 断熱性や保湿力

のすぐ れた木材に育つから です。 その特ちょ う を生かし て建材と し て使われる こ と も 多いよ う です。 つま り 冬は暖

かく 、 夏はすずし い環境を作る こ と ができ る のです。 そんな木頭杉はなんと おど ろく こ と に、 奈良・ 平安時代から

建材と し て使われていて、 京都の下鴨神社や大阪城の築城にも 使われている そう です。 六年生の修学旅行で大阪城

に行く ので、 ぜひそれを見てみたいです。

　 さ て、 そんな木頭杉も ふく め、 那賀町の約95％が森林でおおわれていま す。 その面積は滋賀県の琵琶湖や兵庫県

の淡路島よ り も 大き いです。 し かし 、 こ の約95％の森林の多く が手入れさ れずに残っていま す。 だから 、 私はし ょ

う 来建築家になってたく さ んの家を建てて解決し たいと 思いま す。 さ ら に、 木頭杉だけではなく 那賀町の豊富な森

林や土地を使って、 小さ い子供から お年よ り ま でも がふれあえる 公園など いろいろなし 設を作り たいです。 そこ で

は、 県外の人や海外から 来た人にも 楽し んでも ら いたいと 思いま す。 私が建てたし 設でいろいろな人に交流し てほ

し いし 、 いちごやき のこ 、 テレ ビでおなじ みの「 はんごろし 」 など 、 いろいろな特産品や伝統文化を 知っても ら い

たいです。 そし て那賀町を世界中の人に知っても ら いたいです。

『 那賀町を世界の那賀町に』　

鷲敷小学校　 ５ 年　 澤井　 初

第14回「 那賀町を愛する心」 少年の主張 弁論大会令和７ 年度 育成センタ ーだより  第１ 号令和７ 年度 育成センタ ーだより  第１ 号

令和７ 年度令和７ 年度

町青少年健全育成センタ ー活動開始町青少年健全育成センタ ー活動開始

令和７ 年春の交通安全運動令和７ 年春の交通安全運動

「 何も ないこ と が一番」 昨年度、 当セン タ ー内におけ

る 青少年に関わる 大き な事件・ 事故の発生はなく 、 全体

的に落ち 着いた生活が送れていまし た。 今年は、 桜の開

花が早く ソ メ イ ヨ シノ から 山桜へ、 那賀の自然の景色は

日々変化し 、 私たち の目を 楽し ませてく れています。 町

内各学校においては、 ８ 日に第一学期始業式を 迎え 、 子

ども たち は、 新たな気持ち と 新たな出会いの中でスタ ー

ト を き っ たこ と と 思います。し かし ながら 、４ 月当初は、

そんな自然の景色を ゆっ く り 鑑賞する 暇も なく 、 次々と

行事等に追われ慌ただし い毎日の連続だと お察し し ま

す。「 忙し い」 と いう 漢字は「 心」 を 「 亡く す」 と 書き

ます。 子ども たち に、 早く 、 早く と せかし 、 イ ラ イ ラ し

ながら 生活し ている と 心にゆと り がなく なり ます。 そん

な時こ そ、 少し 立ち 止まり 、 回り の自然に目を 向け、 心

に余裕を も っ て取り 組むこ と が大切です。 特に、 こ の時

期の子ども たち は、 生活環境の変化から それまでの様子

と は異なる こ と がし ばし ばあり ます。 毎日安心し て生活

ができ ますよ う ご指導を 宜し く お願い致し ます。 当セン

タ ーと いたし まし ても 、 いままで同様、 地域や関係諸機

関等と 連携を 図り 、 皆様のご協力と ご理解を いただき な

がら 、 青少年の健全育成に精一杯努めてまいり ます。 地

域の皆様には、 当健全育成セン タ ーの円滑な運営のため

に、なお一層のご指導と ご協力を 宜し く お願い致し ます。

期間： ４ 月６ 日（ 日） から 1 5 日（ 火） までの1 0日間

全国重点

（ １ ） こ ども を始めと する歩行者が安全に通行でき る

道路交通環境の確保と 正し い横断方法の実践

（ ２ ） 歩行者優先意識の徹底と ながら 運転等の根絶

やシート ベルト ・ チャ イ ルド シート の適切な

使用の促進

（ ３ ） 自転車・ 特定小型電動機付自転車利用時のヘ

ルメ ッ ト 着用と 交通ルール遵守の徹底

職員紹介

　 本年度の那賀町青少年健全育成セン タ ーの職員

は次の通り です。 よ ろ し く お願いし ます。

【 3 /5 ヴォ ルティ スサッ カ ー教室】

【 3 /2 5 グラ ン ド ゴルフ 体験教室】

【 3 /2 7 バレ ーボール教室】

【 3 /6 徳島ガン バロ ウズバスケッ ト ボールク リ ニッ ク 】

相談電話（ ショ ート メ ール）相談電話（ ショ ート メ ール）

携帯： 0 9 0 –3 1 8 4 –3 6 4 6

那賀町青少年健全育成センタ ー 担当： 丹生

所 長 高岡　 勇人 教 育 長（ 兼）

副 所 長 丹生　 大三

事 務 局 長 中元　 祥夫 教育次長（ 兼）

少 年 補 導 職 員 西浦貴美誉 阿 南 警 察 署

係 長 喜田麻由子 〃

スク ールサポータ ー 清野　 清二 〃

道の駅鷲の里 観光物産センタ ー テナント 募集について道の駅鷲の里 観光物産センタ ー テナント 募集について

テナント の退去予定に伴い、 入居募集を 行います。 希望さ れる方は役場にぎわい推進課までご連絡テナント の退去予定に伴い、 入居募集を 行います。 希望さ れる方は役場にぎわい推進課までご連絡

く ださ い。 入居にあたっ ては入居審査がございます。く ださ い。 入居にあたっ ては入居審査がございます。

【 店舗場所】 那賀町和食郷字田野6 2 　 鷲の里観光物産セン タ ー

　 　 　 　 　 　玄関入っ てすぐ の喫茶店（ 現在オアシス様入居中） ※飲食店以外も 可

【 店舗面積】 5 0 .9 9 ㎡（ 約1 5 坪） 6 .5 m ×7 .9 m

【 テナン ト 料】 月額1 8 ,0 0 0 円（ 敷金2 1 6 ,0 0 0 円）

【 申込期日】 令和７ 年５ 月１ 日（ 木） ～６ 月1 6 日（ 月） ※期日後は随時受付

【 そ の 他】 現在入居中のオアシス様は５ 月末まで営業、 ６ 月退去予定です。

　 　 　 　 　 　営業時間は鷲の里の開館時間内（ ８ ： 0 0 ～1 7 ： 0 0 ） と なり ます。
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那賀交番から のお知ら せ那賀交番から のお知ら せ

◆令和７ 年度 警察官募集案内

警察官採用試験（ 大学卒業程度）

警察官Ａ （ 男性・ 女性）

（ 3 6歳までの方で四年制大学等を卒業ま

たは卒業見込みの方）

試験案内配布開始日： ５ 月２ 日(金)

受付期間： ５ 月２ 日(金)～５ 月2 7日(火)

第１ 次試験日： ７ 月13 日(日)

◆春の連休期間中における山岳遭難の防止

気候も 良く なり 、 春山シーズンの到来と

も なり ますが、 春は大気の状態が不安定

で、 天気の変わり やすい時期です。 春山

に対する認識が甘く 、 天候に関する知識

不足や装備の不備などで無理な計画を立

てた場合、 遭難するケースが多く 見ら れ

ます。 登山届を提出し まし ょ う 。

那賀町消防署だより那賀町消防署だより

◆スト レスについて

新年度になり 、 １ ヶ 月が経過し まし た。

大型連休も あり 、 やる 気のスイ ッ チが入

り にく く なっ ている 方も おら れる のでは

ないでし ょ う か？スト レ スと は、 何ら か

の刺激によ っ て生体に生じ る 生理的なひ

ずみと こ れに対する 非特異的な生体反応

であり 、 発生元は職場や家庭、 経済的問

題など 人それぞれです。 またそのスト レ

スが原因で、 身体や心に悪影響を 及ぼす

こ と があり ます。 あく までも 統計上での

報告ではあり ますが、 スト レ スは血圧を

上昇さ せ、 血液循環を 悪く する こ と が考

えら れています。 その結果、 脳卒中や心

不全、鬱病、肥満症、自律神経失調症、胃・

十二指腸潰瘍などを 引き 起こ し ます。

暮 ら し の 情 報暮 ら し の 情 報
スト レスはコ ント ロールするこ と ができ

ます。 生活習慣を見直し 、 適度な運動を

するなどし てスト レスによるリ スク を軽

減し 、 健康的に過ごし まし ょ う 。

全ての住宅に設置が義務付けら れています

家族を守る 住宅用火災警報器

５ ・ ６ 月　 那賀よし ク ラ ブ５ ・ ６ 月　 那賀よし ク ラ ブ

☆令和７ 年度会員募集中！

那賀よし ク ラ ブでは、 令和７ 年度の会員

を募集し ています。

会員になると 、 ク ラ ブで実施し ている各

教室やイ ベント に会員料金で参加し てい

ただけます。

また、 会員が集まっ てB& G 体育館を使用

する時は施設使用料が無料になり ます。

年度会費： 1 ,2 0 0 円＋スポーツ安全保険料

（ 中学生以下8 0 0 円、 高校生以

上1 ,8 5 0 円、6 5 歳以上1 ,2 0 0 円）

全教室初回無料体験実施中！

場所： 鷲敷B& G海洋センタ ー体育館

◆こ ども 体操教室　

毎週火曜日 午後６ 時15分～７ 時15分

第１ ・ ３ 週は小学校低学年

第２ ・ ４ 週は幼児

◆歪み改善！ポールほぐ し 　

毎月第１ ・ ３ 火曜日 午前10 時～11時

◆コ コ ロと カ ラ ダ、 すっ き り ヨ ガ

毎週木曜日 午前10 時～11 時

◆気軽に運動教室《 ナカ スポ》

毎月第１ ・ ３ 火曜日、 毎週木曜日

午前10 時～11 時

◆ダンス教室（ Hip Ho p ／K-p o p ）

毎月第１ ・ ３ 土曜日

午後６ 時～７ 時（ 小学６ 年生まで）

午後７ 時～８ 時（ 中学生から ）

◆体幹バラ ンス★ポール＆ヨ ガ

毎月第１ ・ ３ 火曜日

午後７ 時3 0分～８ 時30分

◆オヤスミ まえのリ ラ ッ ク スヨ ガ

毎週木曜日 午後７ 時30分～８ 時30分

※詳し い内容等はク ラ ブ事務局にあるパ

ンフ レッ ト をご覧いただく か、 下記連

絡先までお問い合わせく ださ い。

申込み・ 問い合わせ：

那賀よし ク ラ ブ事務局

（ 那賀町鷲敷Ｂ ＆Ｇ 体育館内）

☎08 84-62 -1 3 0 0

FAX： 0 884 -6 2 -1 5 7 3

女性のための生き 方なんでも 相談女性のための生き 方なんでも 相談

相談時間は、 １ 回50分、 相談料は無料。

※面接相談・ 電話相談と も に予約が必要

◆面接相談・ 電話相談

毎週火曜日　 　 午後１ 時～午後４ 時まで

第２ ・ ４ 金曜日　午前1 0 時～午後12 時　

　 　 　 　 　 　 　 午後１ 時～午後４ 時まで

（ 祝日・ 年末年始は除きます。）

場所： 阿南市役所５ 階　 相談室

☎08 84-22 -0 3 6 1

川口エネ・ ミ ュ ー便り川口エネ・ ミ ュ ー便り

◆工作教室「 ミ ニハーバリ ウムを作ろう 」

き れいな花や飾り でハーバリ ウムを作

ろ う

開催日： ５ 月1 0 日(土)～５ 月3 1 日(土)の土日

時　 間： ９ ： 3 0～16： 30

材料費： 30 0円

◆20 25 年度「 エネ・ ミ ュ ーク ラ ブ」 会

員募集

普段の川口エネ・ ミ ュ ーと は違っ た特別

な実験や体験ができる会員制イ ベント ！

一緒に科学を楽し も う ！

開催日： ６ 月1 5 日( 日) か ら 1 1 月1 6 日

（ 日） の毎月第三日曜日

時　 間： 13 ： 3 0～15： 00

参加費： 無料

対　 象： 小学４ 年生～中学３ 年生

問合せ先： 川口ダム自然エネルギーミ ュ ージアム

　 　 　 　 ☎088 4-6 2 -2 2 0 9

◆つく っ てあそぼ「 葉っ ぱ」

開催日： ５ 月25日(日)

時　 間： ①11 ： 0 0～②1 4： 00～

定　 員： どなたでも

参加費： 無料

◇お問い合わせ

那賀町山のおも ちゃ 美術館

☎0 884 -63 -8 1 1 0

【 福祉就職転職ガイ ダンス2 0 2 5 】【 福祉就職転職ガイ ダンス2 0 2 5 】

を 開催し ますを 開催し ます

徳島県内の高齢者・ 障がい者福祉施設

（ 計約4 5施設） が参加し 、 福祉のお仕事

の魅力を発信し ます。

福祉・ 介護関係の資格がある方も ない方

も 大歓迎！詳細はアイ ネッ ト HPを ご覧

下さ い。

〇参加無料・ 申込不要　 　 　 　 　 　 　 　

日　 時： ６ 月７ 日（ 土）1 3時～1 5時30分

場　 所： 四国大学 スポーツ健康館

　 　 　 　（ 徳島市応神町古川字戎子野

1 23-１ ）

お問合せ： 徳島県社会福祉協議会

　 　 　 　 　 徳島県福祉人材センタ ー

　 　 　 　 　 アイ ネッ ト

　 　 　 　 　 徳島市中昭和町１ -２ 徳島県

立総合福祉センタ ー３ F

　 　 　 　 　 ☎088 -62 5 -2 0 4 0

◆当館学芸員による展示解説　

日　 程： ５ 月2 5 日（ 日） 午後２ 時～３ 時

所定の入館料が必要です

◆講座のお知ら せ　 古文書講座　

日　 程： ５ 月24日（ 土）

時　 間： 午後１ 時30 分～３ 時3 0分

◇各講座の申込・ お問い合わせ

相生森林美術館　 ☎088 4-6 2 -1 1 1 7

那賀町山のおも ちゃ 美術館那賀町山のおも ちゃ 美術館

◆ミ ニモルッ ク 体験会

開催日： ５ 月10日(土)

時　 間： ①11 ： 0 0～②1 4： 00～

定　 員： 各回３ 組

参加費： 無料

◆那賀町のお花でフ ラ ワーアレ ンジメ ン ト

『 シャ ク ヤク 』

開催日： ５ 月11日(日)

時　 間： ①11 ： 0 0～②1 4： 00～

定　 員： 各回５ 名

参加費： 7 00円☆メ ッ セージカ ード 付

◆おはなし 会

～絵本の読み聞かせ、 季節の手遊び～

開催日： ５ 月18日(日)

　 　 　 　 ※毎月第３ 日曜日

時　 間： ①11 ： 0 0～②1 4： 00～

定　 員： どなたでも

参加費： 無料

◆ボッ チャ 体験会

開催日： ５ 月24日(土)

時　 間： ①13 ： 0 0～②1 4： 00

定　 員： 各回６ 名

参加費： 無料

暮 ら し の 情 報暮 ら し の 情 報

四国南東部イ ベント 情報四国南東部イ ベント 情報

◆ゆずと り んてつガイ ド 会 フ ェ スティ

バル

開催日： ５ 月24 日（ 土）

時　 間： ９ ： 00 ～1 6： 00（ 予定）

場　 所： 馬路村集会センタ ー う まなび

　 　 　 　（ 高知県馬路村）

問い合わせ： 日本遺産中芸 ゆずと 森林

鉄道ガイ ド 会

　 　 　 　 　 　 ☎08 87-3 0 -1 8 6 5

相生森林美術館だより相生森林美術館だより

◆春の企画展「 幕末明治の浮世絵百年－

大江戸の賑わい－」

期　 間： ４ 月26 日（ 土）～６ 月1 5日（ 日）

入館料： 一般（ 高校生以上） 550 円、

　 　 　 　 中学生以下無料

休館日： 毎週月曜日　

江戸時代のはじ めに生まれた浮世絵は、

歌舞伎やフ ァ ッ ショ ン、 名所の風景など

時局の流行を伝達する情報媒体と し て普

及し 、 大衆の趣味や嗜好を反映し た人情

味豊かな作品が数多く 制作さ れまし た。

また、 木版画の特質を活かし た斬新な画

面構成や鮮やかな色彩表現は、 印象派を

はじ めと する西洋美術にも 影響を与え、

今日でも 日本独自の芸術と し て高く 評価

さ れています。

本展では、 広重や北斎の風景画、 豊国の

美人画をはじ め、 国貞の役者絵や国芳の

武者絵、 清親の光線画まで、 町人文化が

栄えた江戸末期から 文明開化に沸く 明治

までの約10 0年間に描かれた浮世絵を幅

広く 紹介し ます。 時代を反映し たバラ エ

ティ ー豊かな作品の数々をどう ぞお楽し

み下さ い。

「 コ ンパス」のQ Rコ ード「 コ ンパス」のQ Rコ ード

※内容の詳細については、 上記問い合せ

　 先までお問い合わせく ださ い。

（ 一社）みなみ阿波

観光局HP

（ 一社）高知県東部

観光協議会HP

川口エネ・ ミ ュ ーホームページ

山のおも ち ゃ 美術館ホームページ

アイ ネッ ト ホームページ
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小見野々ダム再生事業検討のための調査を実施し ています。小見野々ダム再生事業検討のための調査を実施し ています。

◆令和７ 年度の調査内容

□地質調査（ ボーリ ン グ調査・ 観測・ 横坑試掘調査）

□環境調査（ 鳥類調査・ 植物調査等）

□設計・ 検討のための現地踏査

那賀町地域子育て支援センタ ーから のお知ら せ
開所日： 平日９ ： 0 0 ～1 7 ： 0 0 　 TEL 0 8 8 4 –6 4 –1 2 2 0

2 0 2 5 年５ 月７ 日～６ 月６ 日までの行事予定 ★ 2 0 25 年３ 月の利用者数
1 0 7 名

各こ ども 園の各こ ども 園の

子育て支援日について子育て支援日について

★あいおいこ ども 園

　（ 火・ 木曜日の９： 00 ～12： 00 ）

★ひら だにこ ども 園

　（ 木曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

★き と う こ ども 園

　（ 水曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

★出張ひろ ば（ 旧桜谷保育園）

　（ 水曜日の９： 0 0 ～1 2： 0 0 ）

※出張ひろ ばのみ前週の金曜日まで

に予約を し て く だ さ い。 予約は

那賀町地域子育て 支援セ ン タ ー

まで。

TEL 0 8 8 4 ‒6 4 ‒1 2 2 0

プログラ ムが変更・ 中止になる場合も あり ます。 ご理解と ご協力を お願いいたし ます。（ プログラ ムは午前中に行っ て

います。） 不明な点があり まし たら 那賀町地域子育て支援センタ ーまでお問い合わせく ださ い。

５ 月生まれのお友だちお誕生日おめでと う ♪

５ 月がお誕生日のお友だちはプレ ゼン ト の準備をし ますので、５ 月1 6 日

（ 金） までに当センタ ーまでお知ら せ下さ い。 待っ ています♪

５ 月　 ９ 日(金)　 1 0 ： 3 0 ～1 1 ： 0 0 　 親子ヨ ガ

　 　 1 2 日(月)　 1 0 ： 3 0 ～　 　 　 　 　英語であそぼう

　 　 1 5 日(木)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 パネルシアタ ーを たのし も う ♪

　 　 2 0 日(火)　 1 0 ： 3 0 ～　 　 　 　 　おはなし 会（ お話し 玉手箱さ ん）

　 　 2 2 日(木)　 1 0 ： 0 0 ～1 2 ： 0 0 　 那賀町山のおも ちゃ 美術館であそぼう

　 　 2 7 日(火)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ５ 月生まれのお友だちお誕生日おめでと う

　 　 3 0 日(金)　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おり がみあそびを たのし も う ♪

６ 月　 ２ 日(月)　 1 0 ： 3 0 ～　 　 　 　 英語であそぼう

土曜開所日のお知ら せ

５ 月の開所日は1 7 日です。 あそびにき てね♪　

※５ 月1 9 日（ 月） は閉所と さ せていただき ます。

　

　 　

木 頭 図 書 館 だ よ り

新着本を紹介し ます

【 休 館 日】 日曜・ 祝日・ 第３ 月曜日

【 開館時間】 10： 30～18： 00（ 土曜は17： 00ま で）

※１ 人10冊ま で。 貸出期間は２ 週間です。

■ 木頭図書館
T EL0884–68–2226

F AX0884–68–2566

■ 児童書

　 大ピンチずかん〈 ３ 〉 鈴木のり たけ

　 すいぞく かんであいまし ょ う こ し だミ カ

　 ハシビロコ ウがいく ピート ・ フ ロブラ ー

　 キダマッ チ先生！先生かんじ ゃ にのまれる

今井　 恭子/岡本　 　 順

　 モモ 絵本版

ミ ヒ ャ エル・ エンデ/シモーナ・ チェ ッ カ レッ リ

　 どろぼう ジャ ンボリ 阿部　 　 結

　 さ みし い夜のページをめく れ

古賀　 史建/なら の

　 死者のひみつ―世界のミ イ ラ

　 マッ ト ・ ラ ルフ ス /ゴールディ ・ ラ イ ト 大英博物館監修

　 調べる学習百科 世界の魔よけ図鑑

三国　 信一/土谷　 　 輪

■ 一般書

　 ブレイ ク ショ ッ ト の軌跡 逢坂　 冬馬

　 迷惑な終活 内館　 牧子

　 亡霊の烏 阿部　 智里

　 カ フ ネ 阿部　 暁子

　 緑の我が家 小野不由美

　 別れを告げない ハン ガン

　 病葉草紙 京極　 夏彦

　 自然により そう 地域づく り

　 ―自然資本の保全・ 活用のための協働のプロセスと

　 　 デザイ ン 鎌田　 磨人/大元　 鈴子

　 ハチは心をも っ ている　

　 1 匹が秘める驚異の知性、 そし て意識

ラ ース・ チッ ト カ

　 家族写真の歴史民俗学 川村　 邦光

　 方法と し ての〈 語り 〉 ―民俗学をこ えて 岩本　 通弥

　 おし ゃ べり な絶滅動物たち

　 ―会えそう で会えなかっ た生き も のと 語る未来

川端　 裕人

鷲 敷 図 書 室 だ よ り

■ 鷲敷図書室 T EL・ F AX0884–63–0117

【 休室日】 月曜・ 火曜

【 開室時間】 9： 00～12： 00、 13： 00～16： 00

※木頭図書館・ 県立図書館の本も 貸出でき ま す。

新着本を紹介し ます

■ 児童書

　 ピカ チュ ウと う みのたから さ がし まつおり かこ

　 ラ イ オンのく にのネズミ さ かと く み雪

　 すみっ コ ぐ ら し をさ がせ♪ 主婦と 生活社 編

　 ク ジラ がし んだら 江口　 絵理

　 ト ド におと どけ 大塚　 健太

　 ちいさ な ちいさ な おかし のまち さ かいさ ちえ

　 睡眠のひみつ 林　 悠 監修

　 と びき り おいし い おう ちごはん 野村　 友里

　 はじ めての国宝 小学館の図鑑 青柳　 正規 監修

　 グレッ グのダメ 日記19 キニー・ ジェ フ

■ 一般書

小説 野﨑　 まど

禁忌の子 山口　 未桜

星の教室 髙田　 　 郁

C線上のアリ ア 湊　 かなえ

猫の刻参り 宮部みゆき

潮音　 第一巻 宮本　 　 輝

港たち 古川　 真人

Street Fictio n b y SATO SHI O GAW A 小川　 　 哲

わたし の人生 ダーチャ ・ マラ イ ーニ

十字屋敷のピエロ 東野　 圭吾

新本所おけら 長屋二 畠山　 健二

ロボッ ト と わたし の不思議な旅

ベッ キー・ チェ ンバーズ

蔦屋重三郎　 江戸文化の仕掛け人 中公ムッ ク

僕には鳥の言葉がわかる 鈴木　 俊貴

8 0代を生き るコ ツ 和田　 秀樹

理想のキッ チンと イ ンテリ ア。 マガジンハウス 編

日時： 2 02 5 年６ 月2 7日（ 金）13： 3 0 〜15： 0 0 　 場所： 木頭文化会館 ２ 階（ 入場無料）　 講師： 湯城豊勝 氏

気候変動などにより、 全国的に毎年のよう に災害に見舞われるよう になり ました。 全国の例やその地域だ

からこその特性など、 災害から 身を守るための備えや心構えなどをわかり やすく お話し いただきます。

主催： 木頭図書館　 協賛： 木頭老人クラブ連合会

お知らせ： 第３ 回木頭図書館環境文化講座 那賀川を 学ぼう  ～災害から 身を 守るためには～

５ 月22日（ 木）は職員も 那賀町山のおも ちゃ美術館でお待ちし ています。

木のぬく も り に触れて、 一緒にあそびませんか♪

小見野々ダム再生事業に関するご意見・ お問い合わせは、 下記までメ ール又はお葉書でお願いし ます。

那賀川河川事務所 開発工務課　 〒7 7 4 -0 0 1 1 　阿南市領家町室ノ 内3 9 0 　 E-m a il : skr-nakaga4 5 @ m lit.go .j p  

　 那賀川河川事務所で は令和２ 年度よ り 「 小見野々ダム再生事

業」に着手し 、測量、地質調査、環境調査 等を 実施し ており ます。

　 令和７ 年度も 引き 続き 、 小見野々ダム貯水池周辺の地質調査

およ び環境調査を 実施いたし ます。

　 ※地質調査は地権者の方に了承頂いた箇所にて実施し ます。

＊ ご利用く ださ いませ ＊＊ ご利用く ださ いませ ＊ 木頭図書館　 蔵書

mailto:skr-nakaga45@mlit.go.jp
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鷲敷地区のみなさ んへ

6 月の大型ゴミ の受付は5 月末までです！

鷲敷地区の大型ゴミ 収集は６ 月ですが、 受付は収集月の前月中までです。

※各地区の収集日はゴミ 収集カ レンダーでご確認く ださ い。

受付期日までに役場窓口でシール券をご購入く ださ い。

・ 大型ゴミ の品目によ っ てシール券の金額は異なり ます

　（ 詳し く は窓口または環境課へおたずねく ださ い）。

・ １ 回の回収で１ 世帯につき 1 0 個まで大型ゴミ が出せます。

・ 直接のお持ち込みについてはク リ ーンセンタ ー（ TEL 64 -07 54）へご連絡く ださ い。

【 問い合わせ先】 環境課　 TEL 62 -11 9 2

種樹 長さ 径級 平均単価

杉

３ ｍ

1 0～13 7 ,5 0 0円/㎥

1 4～16 12 ,0 0 0円/㎥

1 8～22 13 ,5 0 0円/㎥

４ ｍ

1 0～13 9 ,0 0 0円/㎥

1 4～16 12 ,0 0 0円/㎥

1 8～32 16 ,5 0 0円/㎥

種樹 長さ 径級 平均単価

桧

３ ｍ

1 0～13 7 ,5 0 0円/㎥

1 4～16 18 ,5 0 0円/㎥

1 8～22 18 ,5 0 0円/㎥

４ ｍ

1 0～13 9 ,0 0 0円/㎥

1 4～16 18 ,5 0 0円/㎥

1 8～22 18 ,5 0 0円/㎥

令和７ 年

3 月
木材市況木材市況

《  相生共販所 》

●売上数量
　 1,272㎥

　（ 346,302才）

５ 月の行政相談開設日
開催日時 相談所 相談委員

5月15日（ 木）10時　 　 ～12時 那賀町地域交流センタ ー 西田　 　 整 委員

5月28日（ 水）10時　 　 ～12時 相生老人福祉セ ン タ ー 西本　 安廣 委員

5月16日（ 金）13時半～15時半 上 那 賀 支 所 岩崎　 美可 委員

5月16日（ 金）10時　 　 ～12時 木 頭 文 化 会 館 熊森　 末子 委員

５ 月の人権相談
相談は無料で秘密は固く 守ら れます。

お気軽に人権擁護委員にご相談く ださ い。

相 談 日： ５ 月2 2 日（ 木） 1 0 ： 0 0 ～1 2 ： 0 0

相 談 場 所： 鷲敷地域交流センタ ー
相談を希望さ れる方は前日までに住民課（ TEL 0 8 8 4 -6 2 -1 1 9 4 ）まで

ご連絡く ださ い。

那賀町
ホームページ

に掲載中

少年野球通信少年野球通信 〜少年野球チームの“ 活躍”をお知ら せし ます〜

　「 さ ぁ いこ う 夢の続き を 追いかけて」 を チームスロ ー

ガンに掲げ、第6 6 回徳島新聞社こ ども 野球のつどい（ ３

月１ 日～2 9 日開催） で優勝を 目指し 熱い戦いを 繰り 広

げまし たが、 惜し く も ベスト ４ と いう 結果でし た。（ こ

ども 達の一戦ごと の活躍を お伝えさ せていただき ます）

２ 回戦： 和田島かも め戦

　 井上悠君のヒ ッ ト や、 木下陽天君の２ 打席連続ホー

ムラ ン など の活躍で大勝し ま し た。 控え選手の西川翔

望君も 、 代打出場するなどし て経験を積みまし た。

３ 回戦： 助任ユナイ テッ ド 戦

　 湯浅勤賀君の好投に応え一点差で迎えた終盤、 木下

陽天君・ 水口陸君の連続タ イ ムリ ーヒ ッ ト が飛び出

し 、 試合を 決めまし た。 下級生も ベンチから 声を 出し 、

チームを 盛り 上げまし た。

４ 回戦： 喜来キラ ーズ戦

　 手に汗握る 一点勝負の展開と なり ま し た。 湯浅勤賀

君が２ 試合続けての好投。 タ イ ブ レ ーク では、 三好悠

斗君が点差を 広げる タ イ ムリ ーを 放ち 、 ベスト ８ に進

出し まし た。

準々決勝： 藍住北キングスポーツ少年団戦

　 １ 点を 争う 熱戦と なり ま し た。 １ 対４ と 劣勢の場面

で三好悠斗君・ 水口遥君の連打でチャ ン スを 作る と 、

井本秀桜君が２ 点タ イ ムリ ーを 放ち ま し た。 あと 一つ

アウト で敗戦と いう 場面では、 三好悠斗君が値千金と

なる 同点打を 放ち 、 タ イ ブ レ ーク に持ち 込みま し た。

タ イ ブ レ ーク では、 龍田亜怜君が無失点投球の好投で

流れを 作り ま し た。 その裏、 サード ラ ン ナー三好悠斗

君がホームを 駆け抜け、 サヨ ナラ 勝利を 収めま し た。

２ 戦連続タ イ ブ レ ーク を 制し てのベスト ４ 進出に、 涙

を 流し 喜び合いまし た。

準決勝： 松島スポーツ少年団戦

　 松島打線に序盤圧倒さ れま し たが、 継投し た水口陸

君が粘り の好投を みせま し た。 山内蒼空君が反撃の一

打を 放つと 終盤、 湯浅太琥君のヒ ッ ト や森悠真君のタ

イ ムリ ーで得点し 、 あと 一本と いう と こ ろ ま で迫り ま

し た。 多く の方々が応援し てく ださ っ たこ と で 、 相生

ク ラ ブ が躍動する こ と ができ ま し た。 あり がと う ござ

いまし た。 今後も 夢を 追いかけ活動し て参り ますので、

応援よろ し く お願いし ます。

【 ２ 回戦】 相生ク ラ ブ 1 3 − ０ 和田島かも め

【 ３ 回戦】 相生ク ラ ブ ５ − ２ 助任ユナイ テッ ド

【 ４ 回戦】 相生ク ラ ブ ７ − ６ 喜来キラ ーズスポーツ少年団

【 準々決勝】 相生ク ラ ブ ５ − ４ 藍住北キン グスポーツ少年団

【 準決勝】 相生ク ラ ブ ６ − ９ 松島スポーツ少年団

少年野球相生ク ラ ブ少年野球相生ク ラ ブ

第6 6 回第6 6 回 徳島新聞社  徳島新聞社 

こ ども 野球のつどいこ ども 野球のつどい
第３ 位!!

●試合結果●●試合結果●

　 2 0 2 4 -2 5 シーズンの激闘を 終

えた選手たち が那賀町にやっ て

き ま す！選手ら を 間近で見る こ

と ができ るチャ ンスです！

　 是非お越し く ださ い。

と 　 き ： 令和７ 年５ 月1 8 日（ 日）

　 　 　 　 1 4 ： 0 0 開始予定

と こ ろ ： と く ぎんト モニアリ ーナ

那賀

※詳細について は、 徳島ガン バロ

ウズホームページ にて ご 確認く

ださ い。

※参加選手等については未定です。

徳島ガンバロ ウズ徳島ガンバロ ウズ

ファンイベントファンイベント

開催決定！！開催決定！！

徳島ガンバロ ウズ HP
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那賀町ホームページ　 http s://w w w .to w n .to kush im a-na ka .lg . j p /

那賀町ホームページには
携帯サイ ト も あり ます！

携帯電話でも 那賀町のお知ら せや行事・ 連絡先や道路災害情報など

主な情報を 見る こ と ができ ますので、 ぜひご活用く ださ い。

　 令和７ 年４ 月１ 日付で、 和田豊一氏（ 那賀町海川） が那賀町消防団長に就任さ れまし た。 和田消　 令和７ 年４ 月１ 日付で、 和田豊一氏（ 那賀町海川） が那賀町消防団長に就任さ れまし た。 和田消

防団長は任命書交付式において 「 大変な重責に身が引き 締まる 思いです。 那賀町民の生命・ 財産を防団長は任命書交付式において 「 大変な重責に身が引き 締まる 思いです。 那賀町民の生命・ 財産を

守る ため決意を 新たにし 、 誠心誠意全力を 尽く し たい」 と 力強く 語っ ていただき まし た。守る ため決意を 新たにし 、 誠心誠意全力を 尽く し たい」 と 力強く 語っ ていただき まし た。

　 近年の消防団活動は、 火災の消火活動にと ど まら　 近年の消防団活動は、 火災の消火活動にと ど まら

ず、 行方不明者の捜索や、 豪雨によ る土砂災害や浸水害、 そし て大地震にず、 行方不明者の捜索や、 豪雨によ る土砂災害や浸水害、 そし て大地震に

よ る災害対応など 、 その役割はますます重要と なっ てき ています。 住民のよ る災害対応など 、 その役割はますます重要と なっ てき ています。 住民の

みなさ まには、 消防団活動について今後と も ご理解と ご協力を 賜り ますよみなさ まには、 消防団活動について今後と も ご理解と ご協力を 賜り ますよ

う お願い申し 上げます。う お願い申し 上げます。

　 また、 前消防団長の平川弘賜氏（ 那賀町木頭西宇） におかれまし ては、　 また、 前消防団長の平川弘賜氏（ 那賀町木頭西宇） におかれまし ては、

１ 期２ 年の間、 消防団長と し て本町の消防防災のためご尽力いただき 、 大１ 期２ 年の間、 消防団長と し て本町の消防防災のためご尽力いただき 、 大

き な災害が起き る こ と なく 任期を 全う し ていただき まし た。 誠にあり がとき な災害が起き る こ と なく 任期を 全う し ていただき まし た。 誠にあり がと

う ございまし た。う ございまし た。

　「 那賀町・ デジタ ルでいつも つながる 町づく り 推進協議会」 は、 デジタ ル技術の活用によ り 地域の課題解決と 魅力向上を 図　「 那賀町・ デジタ ルでいつも つながる 町づく り 推進協議会」 は、 デジタ ル技術の活用によ り 地域の課題解決と 魅力向上を 図

る ため、 令和６ 年６ 月に発足し まし た。 令和６ 年度は、 新デジタ ルサービ スのイ ン フ ラ 整備と 周知・ 普及活動を 実施する 「 那る ため、 令和６ 年６ 月に発足し まし た。 令和６ 年度は、 新デジタ ルサービ スのイ ン フ ラ 整備と 周知・ 普及活動を 実施する 「 那

賀町デジ化大作戦」 の一環と し て、 那賀町公式ホームページのリ ニュ ーアル、 LIN E公賀町デジ化大作戦」 の一環と し て、 那賀町公式ホームページのリ ニュ ーアル、 LIN E公

式アカ ウン ト や住民専用マイ ページ「 那賀町じ ぶん課」 を 開設し まし た。式アカ ウン ト や住民専用マイ ページ「 那賀町じ ぶん課」 を 開設し まし た。

　 計３ 回の協議会では、 大学教授や社会福祉協議会など 、 多様な主体の方と の意見交　 計３ 回の協議会では、 大学教授や社会福祉協議会など 、 多様な主体の方と の意見交

換を 重ね、 実装し たデジタ ルサービ スについての評価をいただき まし た。換を 重ね、 実装し たデジタ ルサービ スについての評価をいただき まし た。

　 令和７ 年度以降においても 、「 デジタ ルでよ り 便利に、 よ り 暮ら し やすく 」 を 実現　 令和７ 年度以降においても 、「 デジタ ルでよ り 便利に、 よ り 暮ら し やすく 」 を 実現

する ために、 デジタ ルサービスの拡張に向けて課題解決に取り 組んで参り ます。する ために、 デジタ ルサービスの拡張に向けて課題解決に取り 組んで参り ます。

新消防団長に和田豊一氏が就任新消防団長に和田豊一氏が就任

「 那賀町じ ぶん課」の利用登録には

「 アク セスカ ード 」が必要です。

那賀町役場で無料配布し ています。

【 配布場所】 那賀町役場本庁、相生支所、上那賀支所、

　 　 　 　 　 　木沢支所、 木頭支所

那賀町・ デジタルでいつもつながる那賀町・ デジタルでいつもつながる

町づく り推進協議会を開催しました町づく り推進協議会を開催しました

那賀町
ホームページ

に掲載中

https://www.town.tokushima-naka.lg.jp/

